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C
A

ST 
 

安
本 

恵
（
ま
だ
新
米
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
所
属
。
２
４
歳
く
ら
い
。
） 

 

藤
堂 

美
咲
（
マ
ッ
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
。
科
学
・
医
学
・
化
学
・
地
学
・
心
理
学
に
詳
し
い
。
３
０

手
前
？
） 

 

ボ
ン
・
グ
ッ
ピ
ー
（
お
笑
い
芸
人
。
テ
レ
ビ
の
経
験
は
浅
い
。
２
３
歳
。
） 

 

田
辺 

ミ
ミ
（
女
子
大
生
作
家
兼
コ
ス
プ
レ
女
王
。
２
１
歳
。
） 

 

山
崎 

悠
司
（
若
い
俳
優
。
ま
だ
再
現
Ｖ
と
エ
キ
ス
ト
ラ
し
か
経
験
な
し
。
２
２
歳
。
） 

 

Ｄ
・
大
久
保
（
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
親
の
コ
ネ
？
年
齢
不
詳
。
若
い
が
し
っ
か
り
し
た
女

性
。
） 

  

川
島 

利
香
（
記
憶
が
無
い
と
い
う
謎
の
女
性
。
年
齢
不
詳
。
見
た
目
は
２
６
歳
く
ら
い
。
） 

  

傍
観
者
（
黒
い
服
装
に
身
を
包
ん
だ
謎
の
人
間
（
？
）
年
齢
不
詳
。
） 

          



客
電
が
お
ち
、
客
入
れ
音
が
一
度
盛
り
上
が
り
Ｆ
・
Ｏ
。 

  

傍
観
者
と
利
香
が
板
付
き
。 

 

傍
観
者
「
存
在
。
存
在
。
皆
さ
ん
は
今
、
呼
吸
を
し
ま
し
た
ね
。
で
す
が
皆
さ
ん
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て

証
明
し
ま
す
か
？ 

皆
さ
ん
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
証
明
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

例
え
ば
・
・
・
そ
れ
は
痛
み
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
が
今
、
自
分
の
腕
を
切
り
刻
め
ば
あ
な
た
が
生
き
て

い
る
証
明
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

 

利
香
「
い
い
え
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
痛
み
が
リ
ア
ル
な
も
の
だ
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
で
は
話
題
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
の
中
に
映
る
見
慣
れ
な
い
風
景
。
そ
れ
は
、
自
分
が
存

在
し
た
こ
と
の
な
い
場
所
。
例
え
ば
海
外
で
す
。 

・
・
・
ア
メ
リ
カ
は
本
当
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
」 

 

利
香
「
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
あ
り
ま
す
。
」 

 

傍
観
者
「
な
ぜ
？
」 

 

利
香
「
ア
メ
リ
カ
に
友
人
が
い
る
か
ら
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
そ
の
方
は
本
当
に
存
在
し
て
ま
す
か
？
」 

 

利
香
「
し
て
ま
す
。
」 

 

傍
観
者
「
な
ぜ
？
」 

 

利
香
「
私
と
握
手
を
し
た
か
ら
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
本
当
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
本
当
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
な
ぜ
？
」 



 

利
香
「
温
も
り
で
す
。
未
だ
に
そ
の
友
人
の
手
の
温
度
を
、
私
は
忘
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
で
は
ど
う
や
ら
ア
メ
リ
カ
は
存
在
す
る
よ
う
で
す
ね
。
」 

 

利
香
「
そ
の
よ
う
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」 

 

利
香
「
知
っ
て
ま
す
。
」 

 

傍
観
者
「
彼
は
存
在
し
た
と
思
い
ま
す
か
？
」 

 

利
香
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
そ
う
で
す
ね
。
彼
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」 

 

利
香
「
え
え
。
」 

 

傍
観
者
「
何
年
か
前
、
『
志
村
け
ん
が
死
ん
だ
』
と
い
う
デ
マ
が
流
れ
ま
し
た
！
」 

 

利
香
「
あ
れ
は
驚
き
ま
し
た
。
」 

 

傍
観
者
「
今
で
は
立
派
に
存
在
し
て
い
ま
す
ね
。
」 

 

利
香
「
は
い
。
」 

 

傍
観
者
「
で
は
あ
な
た
は
・
・
・
存
在
し
て
い
ま
す
か
？
」 

 

利
香
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
昔
は
は
っ
き
り
と
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
・
・
・
」 

 

傍
観
者
「
・
・
・
で
も
？
」 

 

利
香
「
今
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
・
・
・
よ
く
わ
か
ら
な
い
・
・
・
で
は
少
し
は
わ
か
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
？
」 



 

利
香
「
は
い
、
少
し
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

傍
観
者
「
あ
な
た
の
理
想
は
、
憧
れ
は
、
想
い
は
・
・
・
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
ど
こ
に
も
・
・
・
な
い
？
」 

 

利
香
「
え
え
、
だ
っ
て
、
記
憶
が
な
い
ん
で
す
か
ら
・
・
・
」 

 

軽
快
なM

。
照
明
派
手
に
。 

 

皆
が
出
て
き
て
舞
台
美
術
に
か
か
っ
て
い
る
布
を
取
る
。 

 

傍
観
者
「
劇
団
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
旗
揚
げ
公
演
！
！
」 

 

皆
「
『existence

！
！
』
」 

 

徐
々
にM

下
が
る
。
照
明
落
ち
着
く
。 

司
会
の
女
。
ボ
ン
。
藤
堂
。
田
辺
。
が
残
る
。 

 

な
ん
か
、
番
組
が
始
ま
る
感
じ
の
Ｍ
。 

 

司
会
の
女
性
「
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
！
！
ハ
イ
パ
ー
テ
レ
ビ
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
人
を
救
う
賢
者
達
！
！
』 

完
全
に
心
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
一
人
の
女
性
。 

彼
女
の
心
を
救
え
る
の
は
一
体
誰
な
の
か
ぁ
！
！
？
？ 

司
会
は
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
安
本
恵
で
す
！
！
」 

 

ボ
ン
「
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
恵
ち
ゃ
ん
！
！
深
夜
枠
な
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
に
気
合
入
れ
な
く
て
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
？
」 

 

安
本
「
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
！
！
一
人
の
女
性
の
心
が
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
！
」 

ボ
ン
「
だ
っ
て
そ
ん
な
真
面
目
に
仕
事
さ
れ
ち
ゃ
、
僕
ら
笑
い
と
り
づ
ら
い
じ
ゃ
な
～
い
。
あ
、
紹
介
し

て
よ
！
！
」 

 



安
本
「
え
？
あ
、
は
い
。
そ
れ
で
は
ゲ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
！
！
お
笑
い
芸
人
の
『
ボ
ン
・
グ
ッ
ピ
ー
』

さ
ん
で
す
！
」 

 

ボ
ン
「
ボ
ー
ン
！
！
グ
ッ
ピ
ー
♪
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
～
す
！
！
」 

 

Ｓ
・
Ｅ
（
拍
手
） 

 

藤
堂
「
ま
っ
た
く
・
・
・
お
笑
い
芸
人
っ
て
の
は
五
月
蝿
く
す
る
こ
と
が
仕
事
な
の
？
？
」 

 

ボ
ン
「
藤
堂
さ
ん
！
！
そ
り
ゃ
な
い
っ
す
よ
ぉ
～
。
」 

 

藤
堂
「
そ
り
ゃ
あ
る
の
よ
！
！
ホ
ン
ト
、
こ
ん
な
深
夜
に
生
放
送
な
ん
て
・
・
・
お
肌
の
敵
だ
わ
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
そ
れ
は
科
学
の
力
で
治
せ
な
い
ん
で
す
か
～
？
ド
ク
タ
ー
藤
堂
？
？
」 

 

藤
堂
「
余
計
な
お
世
話
よ
！
・
・
・
・
・
・
恵
ち
ゃ
ん
！
」 

 

安
本
「
は
、
は
い
？
」 

 

藤
堂
「
・
・
・
紹
介
。
」 

 

安
本
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
！
！
え
～
、
い
ま
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
引
っ
張
り
だ
こ
！
華
麗
な
マ
ッ
ド
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
・
藤
堂
美
咲
さ
ん
で
す
！
！
」 

 

Ｓ
・
Ｅ
（
拍
手
） 

 

田
辺
「
え
～
・
・
・
と
。
そ
ろ
そ
ろ
喋
っ
て
も
い
い
で
す
か
ぁ
？
？
」 

 

安
本
「
あ
、
は
い
！
ど
う
ぞ
。
」 

 

田
辺
「
照
明
さ
ん
！
！
」 

 

照
明
、
田
辺
に
ス
ポ
ッ
ト
。
（
で
き
れ
ば
。
） 

 

田
辺
「
現
役
女
子
大
生
に
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
！
著
書
『
完
璧
な
人
』
は
な
ん
と
１
０
０
万
部
を
突

破
！
！ 



ロ
リ
ー
タ
の
姫
と
し
て
も
そ
の
世
界
で
は
カ
リ
ス
マ
的
存
在
！
！ 

芸
能
界
も
ち
ゃ
っ
ち
ゃ
と
牛
耳
っ
て
や
り
ま
す
♪
田
辺 

ミ
ミ
で
っ
す
！
皆
よ
ろ
し
く
ぅ
～
♪
」 

 

Ｓ
・
Ｅ
（
拍
手
） 

 

藤
堂
「
よ
く
も
ま
ぁ
、
自
分
で
あ
そ
こ
ま
で
言
え
る
わ
ね
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
お
、
恐
ろ
し
い
・
・
・
。
」 

 

田
辺
「
安
本
さ
ん
。
」 

 

安
本
「
は
い
？
」 

 

田
辺
「
・
・
・
紹
介
。
」 

 

藤
堂
「
あ
ん
た
全
部
言
っ
ち
ゃ
っ
た
じ
ゃ
な
い
の
！
！
」 

 

田
辺
「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
私
の
悪
い
癖
な
ん
で
す
。
な
ん
で
こ
う
も
、
全
て
を
完
璧
に
こ
な
し
て
し

ま
う
の
か
し
ら
。
」 

 

藤
堂
「
一
生
言
っ
て
な
さ
い
！
！
」 

 

安
本
「
あ
の
～
・
・
・
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
？
」 

 

ボ
ン
「
も
う
、
ど
ん
ど
ん
行
っ
ち
ゃ
っ
て
～
。
」 

 

安
本
「
は
い
。
え
～
、
ま
ず
は
こ
の
番
組
『
人
を
救
う
賢
者
達
！
！
』
で
す
が
、
そ
れ
は
１
ヶ
月
前
テ
レ

ビ
ジ
ャ
パ
ン
あ
て
の
一
通
の
メ
ー
ル
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。
」 

 

照
明
が
変
わ
る
。
Ｍ
２
・
Ｉ
Ｎ
。 

 

ス
タ
ッ
フ
役
の
山
崎 

悠
司
が
Ｐ
Ｃ
を
持
っ
て
出
て
く
る
。 

 

山
崎
「
え
？
こ
れ
は
・
・
・
。
」 

 



利
香
、
上
手
に
登
場
。 

 

利
香
「
私
の
文
字
が
読
め
ま
す
か
？
私
は
、
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
て
い
ま
す
か
？
」 

 

山
崎
「
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
に
は
『
お
悩
み
目
安
箱
』
と
い
う
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
普
段
は
借

金
や
健
康
・
イ
ジ
メ
や
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
内
容
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
が
、
こ
の
メ
ー
ル
は
何
か
が
違

っ
て
い
ま
し
た
・
・
・
。 

『
文
字
は
・
・
・
ち
ゃ
ん
と
読
め
ま
す
よ
？
ど
う
な
さ
っ
た
ん
で
す
か
？
』
」 

 

利
香
「
私
に
は
、
記
憶
が
な
い
ん
で
す
。
理
想
も
憧
れ
も
想
い
も
・
・
・
私
の
中
に
存
在
し
て
い
な
い
ん

で
す
。
」 

 

山
崎
「
記
憶
が
な
い
・
・
・
。
存
在
し
な
い
・
・
・
理
想
も
憧
れ
も
想
い
も
・
・
・
。
借
金
や
イ
ジ
メ
の

悩
み
な
ら
、
そ
こ
に
何
が
お
き
て
い
る
の
か
何
と
な
く
想
像
が
つ
き
ま
す
。 

し
か
し
こ
の
女
性
の
悩
み
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
想
像
を
超
え
て
い
た
の
で
す
。
」 

 

利
香
「
私
に
は
存
在
す
る
も
の
が
な
い
か
ら
、
私
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。
」 

 

利
香
、
上
手
へ
は
け
る
。 

 

山
崎
「
彼
女
が
今
、
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
？
解
決
策
は
何
処
に
あ
る
の
か
？
早
急
に
会
議
が
開
か

れ
ま
し
た
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
。
上
手
か
ら
山
崎
の
方
へ
歩
み
寄
る
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
な
る
ほ
ど
、
な
か
な
か
面
白
そ
う
な
企
画
じ
ゃ
な
い
。
」 

 

山
崎
「
は
い
！
著
名
人
を
お
招
き
し
て
、
そ
の
女
性
と
対
談
し
て
も
ら
う
ん
で
す
！
奇
跡
の
瞬
間
を
生
放

送
で
！
ど
う
で
し
ょ
う
！
！
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
い
い
で
し
ょ
う
！
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！
！
」 

 

山
崎
「
・
・
・
は
い
！
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
、
上
手
へ
は
け
る
。 

 



山
崎
「
こ
う
し
て
、
そ
の
女
性
を
救
う
企
画
『
人
を
救
う
賢
者
達
！
！
』
の
企
画
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
」 

 

山
崎
、
上
手
へ
は
け
る
。 

 

照
明
変
わ
る
。
Ｍ
２
・
Ｆ
・
Ｏ
。 

 

ボ
ン
「
な
る
ほ
ど
・
・
・
い
や
、
記
憶
が
な
い
っ
て
の
は
凄
い
な
ぁ
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
記
憶
が
な
い
・
・
・
存
在
・
・
・
。
い
っ
た
い
何
が
原
因
な
の
か
し
ら
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
え
～
、
こ
の
女
性
。
仮
に
Ａ
さ
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
に
届
い
た
Ａ
さ
ん
か
ら
の

メ
ー
ル
に
よ
る
と
、
彼
女
は
ど
う
や
ら
記
憶
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
ん
で
す
ね
。
」 

 

田
辺
「
う
～
ん
・
・
・
そ
こ
で
私
が
呼
ば
れ
た
わ
け
で
す
ね
？
」 

 

藤
堂
「
私
達
！
ね
。
」 

 

安
本
「
は
い
。
科
学
の
粋
を
極
め
た
藤
堂
さ
ん
。
そ
し
て
『
完
璧
な
人
間
』
を
詠
う
田
辺
さ
ん
の
お
力
で 

 
 
 

こ
の
難
し
い
問
題
が
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
？
そ
う
い
っ
た
企
画
な
ん
で
す
。
」 

 

ボ
ン
「
う
ん
。
で
、
俺
は
？
」 

 

間
。 

 

安
本
「
え
～
、
こ
こ
で
も
う
一
人
、
強
力
な
助
っ
人
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
」 

 

ボ
ン
「
無
視
か
よ
！
？
？
俺
は
？
俺
は
い
っ
た
い
な
ん
な
の
？
」 

 

安
本
「
・
・
・
は
い
。
そ
の
助
っ
人
と
は
、
こ
ち
ら
で
す
。
（
Ｐ
Ｃ
を
指
す
。
）
」 

 

ボ
ン
、
床
に
ビ
タ
ン
！
！
と
く
っ
つ
い
て
、
尺
取
虫
の
よ
う
な
動
き
で
無
言
の
抵
抗
。 

 

安
本
「
こ
の
Ｐ
Ｃ
は
、
最
近
話
題
の
サ
イ
ト
『
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
』
に
繋
い
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は

ご
存
知
で
す
か
？
」 

 

藤
堂
「
え
え
、
必
ず
当
た
る
と
評
判
の
占
い
総
合
サ
イ
ト
ね
。
」 



田
辺
「
意
外
～
。
科
学
者
の
藤
堂
さ
ん
で
も
占
い
な
ん
て
信
じ
て
る
ん
だ
ぁ
～
。
」 

 

藤
堂
「
信
じ
て
る
な
ん
て
一
言
も
言
っ
て
な
い
わ
。
格
好
の
研
究
材
料
と
し
て
認
識
し
て
い
る
だ
け
よ
。
」 

田
辺
「
ふ
～
ん
。
」 

 

ボ
ン
・
急
に
起
き
上
が
っ
て
客
目
線
で
決
め
な
が
ら
。 

 

ボ
ン
「
わ
か
っ
た
ぞ
！
！
Ａ
さ
ん
の
情
報
を
そ
の
サ
イ
ト
に
入
力
し
、
解
決
策
を
探
ろ
う
っ
て
言
う
ん
だ

な
！
！
」 

 

安
本
「
・
・
・
つ
ま
り
今
回
は
、
科
学
・
思
想
・
占
い
・
の
三
つ
の
観
点
か
ら
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま

す
。
」 

 

ボ
ン
・
な
ん
だ
か
マ
イ
ム
を
し
だ
す
が
、
結
局
倒
れ
て
尺
取
虫
。 

 

安
本
「
果
た
し
て
賢
者
達
は
記
憶
を
な
く
し
た
女
性
・
Ａ
さ
ん
を
救
え
る
の
で
し
ょ
う
か
！
？
・
・
・ 

一
旦
Ｃ
Ｍ
で
す
。
」 

 

Ｃ
Ｍ
へ
む
か
う
よ
う
な
音
楽
。 

 

照
明
変
わ
る
。 

 

山
崎
が
板
チ
ョ
コ
を
持
っ
て
登
場
。
隣
に
傍
観
者
。 

 

軽
快
な
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。 

 

山
崎
「
お
菓
子
の
ロ
ッ
チ
か
ら
出
ま
し
た
！
『
電
撃
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
！
』
」 

 

傍
観
者
「
一
口
食
べ
れ
ば
体
中
に
激
痛
が
！
！
」 

 

山
崎
「
こ
れ
で
皆
さ
ん
も
存
在
認
識
度
Ｕ
Ｐ
！
♪
」 

 

傍
観
者
「
自
分
を
見
失
っ
た
皆
さ
ん
♪
是
非
お
試
し
を
！
！
」 

 

山
崎
「
新
発
売
だ
よ
♪
」 

 



二
人
で
唄
『
電
撃
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
～
♪
ロ
ッ
チ
♪
』 

 

音
楽
終
り
、
照
明
変
わ
る
。
二
人
、
そ
そ
く
さ
と
は
け
る
。 

 

何
時
か
ら
か
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
い
る
皆
。 

 

ボ
ン
「
こ
ん
な
Ｃ
Ｍ
あ
っ
た
っ
け
？
変
な
モ
ン
が
流
行
る
も
ん
だ
な
・
・
・
」 

 

田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
も
そ
う
思
っ
た
ぁ
？
可
笑
し
い
よ
ね
ぇ
～
。
」 

 

ボ
ン
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
っ
て
・
・
・
。
」 

 

痺
れ
を
切
ら
し
た
か
の
よ
う
に
、
藤
堂
が
立
ち
上
が
る
。 

 

藤
堂
「
ち
ょ
っ
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
！
？
？
出
て
き
て
ち
ょ
う
だ
い
！
！
」 

 

安
本
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
！
？
？
」 

 

藤
堂
「
あ
な
た
に
言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
な
の
！
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
。
上
手
か
ら
出
て
き
て
駆
け
寄
る
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
な
ん
で
し
ょ
う
か
！
？
？
」 

 

藤
堂
「
あ
な
た
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
は
い
。
」 

 

藤
堂
、
名
札
を
見
て
。
（
一
度
名
札
を
掴
ん
で
、
指
で
跳
ね
た
り
。
） 

 

藤
堂
「
大
久
保
さ
ん
・
・
・
ね
。
覚
え
て
お
く
わ
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
え
～
・
・
・
ご
用
件
は
？
」 

 

藤
堂
「
え
え
。
あ
の
ね
、
あ
ん
ま
り
こ
ん
な
こ
と
言
い
た
く
な
い
け
ど
ね
。
セ
ッ
ト
・
・
・
酷
す
ぎ
な
い
？
」 

 



Ｄ
・
大
久
保
「
い
や
・
・
・
こ
れ
は
ご
め
ん
な
さ
い
。
ま
ぁ
・
・
・
深
夜
で
す
か
ら
。
」 

 

藤
堂
「
深
夜
っ
た
っ
て
・
・
・
パ
イ
プ
椅
子
っ
て
の
は
い
く
ら
な
ん
で
も
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
あ
、
本
当
だ
！
！
緊
張
し
て
て
全
然
気
づ
か
な
か
っ
た
！
！
」 

 

田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
、
緊
張
し
て
た
の
！
？
」 

 

ボ
ン
「
い
や
～
・
・
・
テ
レ
ビ
は
慣
れ
て
な
い
も
ん
で
・
・
・
」 

 

田
辺
「
そ
う
だ
よ
ね
ぇ
～
。
ボ
ン
ち
ゃ
ん
や
っ
と
最
近
売
れ
て
き
た
ん
だ
も
ん
ね
ぇ
～
♪
」 

 

藤
堂
「
う
う
ん
！
！
（
咳
払
い
）
」 

 

ボ
ン
・
田
辺
、
黙
る
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
一
度
組
ん
で
し
ま
っ
た
セ
ッ
ト
は
簡
単
に
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
と
こ
ろ
は
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
だ
か
ら
っ
て
ね
ぇ
・
・
・
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｍ
あ
け
ま
～
す
！
！
」 

 

Ｃ
Ｍ
終
り
の
音
楽
と
と
も
に
皆
席
に
戻
る
。 

藤
堂
も
仕
方
な
し
に
座
る
。 

 

音
が
終
わ
る
と
同
時
に
暗
転
。 

 

静
か
に
明
転
。 

 

傍
観
者
と
利
香
・
板
付
き
。 

 

傍
観
者
「
面
白
い
こ
と
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
」 

 

利
香
「
面
白
い
で
す
か
？
」 

 

傍
観
者
「
見
て
い
る
分
に
は
。
」 



 

利
香
「
面
白
い
・
・
・
」 

 

傍
観
者
「
あ
な
た
は
面
白
く
な
い
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
記
憶
が
な
い
の
で
、
な
に
が
面
白
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
ア
メ
リ
カ
に
・
・
・
友
人
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
？
」 

 

利
香
「
い
ま
す
。
で
も
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
で
も
？
」 

 

利
香
「
誰
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
わ
か
り
ま
せ
ん
か
・
・
・
。
」 

 

利
香
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
で
も
、
温
も
り
は
・
・
・
」 

 

利
香
「
残
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

傍
観
者
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
」 

 

藤
堂
・
田
辺
・
安
本
・
Ｄ
大
久
保
・
ボ
ン
、
ス
ッ
・
・
・
と
静
か
に
入
っ
て
く
る
。 

 

利
香
「
・
・
・
ア
メ
リ
カ
は
・
・
・
あ
り
ま
す
よ
ね
？
」 

 

傍
観
者
「
あ
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
志
村
け
ん
は
・
・
・
い
ま
す
よ
ね
？
」 

 

傍
観
者
「
い
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
は
」 



 

傍
観
者
「
い
ま
せ
ん
！
・
・
・
お
っ
と
失
礼
。
」 

 

利
香
「
い
え
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
け
れ
ば
。
」 

 

利
香
「
何
処
に
で
す
か
？
」 

 

傍
観
者
「
そ
の
、
面
白
い
場
所
に
で
す
よ
。
」 

 

利
香
「
な
ぜ
？
」 

 

傍
観
者
「
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
」 

 

利
香
「
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
で
は
、
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！
！
記
憶
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
謎
の
女
性
。 

名
前
も
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
は
Ａ
さ
ん
と
お
呼
び
し
ま
し
ょ
う
・
・
・
Ａ
さ
ん
で
す
！
！
」 

 

利
香
・
上
手
へ
走
っ
て
は
け
て
し
ま
う
。 

傍
観
者
・
追
っ
て
は
け
る
。 

 

安
本
「
・
・
・
Ａ
さ
ん
！
！
ど
う
ぞ
！
！
」 

 

間
。
Ｄ
・
大
久
保
、
上
手
へ
探
し
に
は
け
る
。 

 

安
本
「
・
・
・
Ａ
さ
～
ん
？
？
」 

 

照
明
・
明
る
く
な
る
。 

 

安
本
「
・
・
・
あ
れ
？
」 

 

藤
堂
「
ち
ょ
っ
と
、
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」 

 

ボ
ン
「
Ａ
さ
～
ん
？
？
」 



首
を
か
し
げ
る
田
辺
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
、
上
手
か
ら
Ｉ
Ｎ
。
で
っ
か
い
カ
ン
ペ
を
か
か
げ
る
。 

皆
、
前
を
集
中
的
に
見
る
。
（
カ
ン
ペ
が
あ
る
と
思
っ
て
。
） 

 

カ
ン
ペ
の
内
容
１
「
ど
こ
に
も
」 

カ
ン
ペ
の
内
容
２
「
Ａ
さ
ん
が
」 

カ
ン
ペ
の
内
容
３
「
い
な
い
・
・
・
」 

 

間
。
皆
凍
り
つ
く
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
、
４
枚
目
を
掲
げ
る
。 

 

カ
ン
ペ
の
内
容
４
「
ご
め
ん
ち
ゃ
い
Σd(

ゝ
ω
・o)

イ
ェ
イ
☆
」 

 

皆
、
こ
け
る
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
探
し
に
上
手
へ
掃
け
る
。 

 

安
本
「
・
・
・
と
、
そ
の
前
に
！
！
」 

 

ボ
ン
「
な
・
な
～
ん
だ
ぁ
！
！
ま
だ
だ
っ
た
の
か
ぁ
～
♪
」 

 

藤
堂
「
も
、
も
う
！
ひ
っ
ぱ
る
ん
だ
か
ら
ぁ
～
♪
」 

 

田
辺
「
こ
れ
だ
か
ら
テ
レ
ビ
っ
て
や
ぁ
ね
ぇ
～
♪
」 

 

間
。
三
人
、
安
本
の
方
を
見
る
。 

 

安
本
「
え
～
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
う
ん
！
！
」 

 

安
本
「
と
～
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
え
え
！
！
」 



安
本
「
ほ
～
・
・
・
」 

 

田
辺
「
ん
～
？
？
」 

 

安
本
「
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
コ
ン
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！
！
」 

 

三
人
「
は
ぁ
～
！
！
？
？
？
」 

 

安
本
「
さ
ぁ
！
ど
う
ぞ
！
！
」 

 

藤
堂
「
い
や
、
そ
ん
な
・
・
・
」 

 

安
本
「
ほ
れ
！
！
」 

 

田
辺
「
ほ
れ
っ
て
・
・
・
」 

 

安
本
「
ま
ず
は
、
ボ
ン
・
グ
ッ
ピ
ー
さ
ん
で
す
♪
」 

 

ボ
ン
「
え
え
～
！
？
？
」 

 

藤
堂
「
ほ
、
ほ
ら
！
い
い
か
ら
や
り
な
さ
い
よ
！
！
」 

 

田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
！
！
頑
張
れ
～
！
！
」 

 

ボ
ン
「
ボ
、
ボ
ン
・
グ
ッ
ピ
ー
の
失
礼
な
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
！
『
遺
影
』
」 

 

ボ
ン
（
母
）
「
い
い
か
い
？
勝
。
お
父
さ
ん
の
葬
式
だ
か
ら
っ
て
、
決
し
て
泣
い
ち
ゃ
駄
目
よ
？
」 

ボ
ン
（
勝
）
「
う
ん
。
」 

ボ
ン
（
母
）
「
父
さ
ん
、
勝
の
笑
顔
が
一
番
好
き
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
ね
。
」 

ボ
ン
（
勝
）
「
わ
か
っ
た
よ
母
さ
ん
！
」 

ボ
ン
（
母
）
「
こ
れ
が
お
父
さ
ん
の
遺
影
よ
。
」 

ボ
ン
（
勝
）
「
イ
エ
イ
♪
」 

 

ボ
ン
「
ボ
ン
！
グ
ッ
ピ
ー
♪
」 

 

間
。 



藤
堂
「
・
・
・
や
ば
い
わ
よ
～
。
」 

 

田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
・
・
・
放
送
で
き
な
い
よ
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
そ
り
ゃ
な
い
よ
！
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
、
二
人
も
参
加
し
て
よ
！
！
」 

 

ボ
ン
、
二
人
の
腕
を
引
っ
張
っ
て
前
へ
出
る
。 

 

藤
堂
「
え
？
ち
ょ
っ
と
！
！
」 

 

田
辺
「
や
だ
～
！
！
」 

 

ボ
ン
・
安
本
も
引
っ
張
っ
て
き
て
。 

 

ボ
ン
「
恵
み
ち
ゃ
ん
も
だ
よ
！
！
」 

 

恵
「
え
～
！
！
？
？
」 

 

四
人
並
ん
で
一
瞬
固
ま
る
。
皆
、
誤
魔
化
し
笑
顔
。 

 

ボ
ン
「
あ
、
え
～
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
～
・
・
・
」 

 

田
辺
「
早
く
！
」 

 

ボ
ン
「
松
田
優
作
！
！
」 

 

田
辺
「
先
生
～
。
こ
の
問
題
わ
か
り
ま
せ
～
ん
。
」 

 

ボ
ン
「
え
？
松
田
優
作
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
お
手
洗
い
は
何
処
じ
ゃ
っ
た
か
の
う
？
」 

 

ボ
ン
「
い
や
、
関
係
な
・
・
・
」 

 

安
本
「
あ
な
た
は
神
を
信
じ
ま
す
か
～
？
」 

 



ボ
ン
「
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
！
」 

 

皆
、
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ボ
ン
に
近
寄
る
。 

 

ボ
ン
「
も
っ
、
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
～
！
？
」 

 

皆
「
あ
。
（
で
き
た
！
っ
て
表
情
。
）
」 

 

ボ
ン
「
人
を
！
」 

 

田
辺
「
救
う
！
」 

 

藤
堂
「
賢
者
達
！
」 

 

安
本
「
と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
！
」 

 

皆
、
決
め
る
。 

 

急
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。 

 

ボ
ン
「
今
の
フ
リ
よ
か
っ
た
よ
。
」 

 

藤
堂
「
そ
う
か
し
ら
ぁ
～
？
」 

 

田
辺
「
お
婆
さ
ん
似
合
い
ま
す
ね
～
。
」 

 

藤
堂
「
い
や
ぁ
～
ね
ぇ
～
♪
も
う
！
」 

 

安
本
「
え
～
、
続
き
ま
し
て
～
。
」 

 

ボ
ン
「
ま
だ
や
る
の
！
？
？
」 

 

安
本
「
ア
ニ
マ
ル
浜
口
。
」 

 

３
人
「
え
～
！
？
？
」 

 



だ
ん
だ
ん
暗
転
。 

 

安
本
「
ほ
う
ら
ボ
ン
ち
ゃ
ん
、
人
参
よ
～
。
」 

 

田
辺
「
椎
茸
！
あ
～
ん
！
！
」 

 

藤
堂
「
は
ぁ
～
い
！
江
頭
２
：
５
０
♪
」 

 

ボ
ン
「
嫌
い
だ
～
！
！
嫌
い
だ
～
！
！
嫌
い
だ
～
！
！
」 

 

完
全
暗
転
。 

 

ボ
ン
「
人
を
！
」 

 

田
辺
「
救
う
！
」 

 

藤
堂
「
賢
者
達
！
」 

 

安
本
「
と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
！
」 

 

Ｃ
Ｍ
に
入
る
音
楽
。 

 

明
転
Ｃ
・
Ⅰ
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
疲
れ
て
る
。 

 

田
辺
「
つ
か
れ
た
ぁ
～
・
・
・
」 

 

安
本
「
生
放
送
で
コ
ン
ト
な
ん
て
・
・
・
初
め
て
で
す
よ
・
・
・
。
し
か
も
２
０
分
も
。
」 

 

ボ
ン
「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
。
芸
人
の
俺
だ
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
。
」 

 

藤
堂
「
で
も
あ
れ
よ
ね
。
田
中
邦
衛
は
ま
ず
か
っ
た
わ
ね
。
」 

 

安
本
「
そ
う
で
す
か
？
」 

 



藤
堂
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
、
女
将
の
美
智
子
で
す
～
。
モ
ノ
マ
ネ
『
ホ
テ
ル
』
っ
て
、
旅
館
だ
も
の
。
」 

 

田
辺
「
あ
～
！
確
か
に
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
足
り
ま
せ
ん
ね
～
。
」 

 

ボ
ン
「
っ
て
か
、
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」 

 

安
本
「
何
が
で
す
？
」 

 

藤
堂
「
ね
ぇ
♪
」 

 

田
辺
「
あ
は
は
☆
」 

 

ボ
ン
「
い
や
、
番
組
で
す
よ
！
当
の
本
人
が
い
な
い
ん
じ
ゃ
あ
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
あ
～
！
そ
う
よ
！
そ
う
だ
っ
た
わ
！
」 

 

安
本
＆
田
辺
「
き
ゃ
～
！
！
」 

 

ボ
ン
「
本
気
で
忘
れ
て
る
し
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
！
え
～
と
・
・
・
小
久
保
さ
ん
！
！
小
・
久
・
保
さ
ん
！
！
」 

 

上
手
か
ら
Ｄ
・
大
久
保
Ｉ
Ｎ
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
わ
ざ
と
ら
し
く
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
い
た
！
ち
ょ
っ
と
、
え
～
と
、
久
保
さ
ん
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
大
久
保
で
す
。
」 

 

藤
堂
「
あ
あ
、
大
久
保
さ
ん
。
ど
う
な
っ
て
る
の
！
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
大
丈
夫
で
す
！
こ
れ
か
ら
５
分
間
は
Ｃ
Ｍ
で
つ
な
ぐ
ん
で
。
」 

 

藤
堂
「
そ
う
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
い
た
の
！
？
？
」 

 



Ｄ
・
大
久
保
、
ゆ
っ
く
り
カ
ン
ペ
を
と
り
だ
し
て
（
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
一
枚
ず
つ
め
く
る
。
） 

 

１
「
い
」 

２
「
ま
」 

３
「
せ
ん+

。:.

゜
ヽ(*
´
∀`)

ノ
゜.:

。+

゜
」 

 

藤
堂
「
こ
れ
は
も
う
い
い
わ
よ
！
全
く
ど
う
な
っ
て
る
の
？
セ
ッ
ト
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
出
演
者
は
失
踪
！
（
ふ

て
く
さ
れ
て
座
る
）
」 

 

安
本
は
Ｐ
Ｃ
を
い
じ
っ
て
る
。 

 

田
辺
「
結
局
い
な
い
ん
だ
。・
・
・
記
憶
を
な
く
し
た
女
性
・
・
・
存
在
ま
で
消
え
て
し
ま
っ
た
の
か
し
ら
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
ず
い
ぶ
ん
冷
静
だ
ね
。
」 

 

田
辺
「
い
や
、
焦
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
な
っ
て
？
」 

 

ボ
ン
「
確
か
に
・
・
・
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
と
に
か
く
、
し
ば
ら
く
は
Ｃ
Ｍ
で
誤
魔
化
せ
ま
す
か
ら
！
」 

 

ボ
ン
「
Ｃ
Ｍ
ね
ぇ
・
・
・
（
モ
ニ
タ
ー
の
方
を
見
る
。
）
」 

 

照
明
変
わ
る
。 

 

綺
麗
な
音
楽
。 

 

傍
観
者
と
山
崎
上
手
か
ら
Ｉ
Ｎ
。 

 

山
崎
「
忘
れ
た
く
な
い
。
」 

 

傍
観
者
「
も
う
、
何
も
失
い
た
く
な
い
。
」 

 

山
崎
ノ
ー
ト
を
取
り
出
す
。 

 

山
崎
「
超
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
。
Ｎ
Ｏ
－
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
。
」 



 

傍
観
者
「
あ
れ
も
、
そ
れ
も
、
こ
れ
も
、
ど
れ
も
・
・
・
」 

 

山
崎
「
す
ぐ
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

傍
観
者
「
も
う
、
失
い
た
く
な
い
か
ら
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
Ｎ
Ｏ
－
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
。
サ
ニ
ー
・
・
・
」 

 

照
明
変
わ
る
。
音
、
消
え
る
。 

 

山
崎
と
傍
観
者
は
け
る
。 

 

ボ
ン
「
こ
れ
も
見
た
こ
と
が
な
い
Ｃ
Ｍ
だ
な
・
・
・
」 

 

田
辺
「
う
ん
・
・
・
私
も
そ
う
お
も
っ
た
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
サ
ニ
ー
に
ロ
ッ
チ
。
一
流
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ん
で
す
よ
？
」 

 

ボ
ン
「
う
ん
。
で
も
・
・
・
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
で
も
？
」 

 

ボ
ン
「
な
ん
で
同
じ
役
者
ば
っ
か
り
な
ん
だ
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
え
？
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
そ
う
よ
・
・
・
そ
う
よ
ね
ぇ
？
し
か
も
片
方
の
こ
は
、
さ
っ
き
再
現
Ｖ
に
出
て
な
か
っ
た
？
？
」 

 

田
辺
「
あ
！
本
当
だ
！
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
、
周
り
を
見
て
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
」 

 

安
本
も
手
を
止
め
る
。 



 

藤
堂
「
何
よ
？
び
っ
く
り
す
る
わ
ね
・
・
・
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
何
か
が
お
か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
」 

 

ボ
ン
「
な
ん
だ
よ
、
何
か
っ
て
？
」 

 

藤
堂
「
お
か
し
い
の
は
こ
の
番
組
よ
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
う
な
ん
で
す
。
こ
の
番
組
は
・
・
・
お
か
し
い
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
ど
う
し
た
の
？
」 

 

藤
堂
「
言
い
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
カ
ン
ペ
に
で
も
書
き
な
さ
い
。
」 

 

田
辺
「
（
気
づ
い
て
）
そ
ん
な
・
・
・
（
硬
直
）
」 

 

ボ
ン
「
だ
か
ら
何
が
！
？
？
」 

 

田
辺
「
嘘
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
ち
ょ
っ
と
、
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
？
」 

 

田
辺
「
カ
メ
ラ
が
・
・
・
一
台
も
な
い
。
」 

 

ボ
ン
＆
藤
堂
「
え
？
」 

 

Ｍ
、
Ｉ
Ｎ
。 

 

「
え
？
」
で
ボ
ン
と
藤
堂
は
正
面
を
見
る
。
安
本
だ
け
は
少
し
遅
れ
て
前
を
見
る
。 

 

暗
転
。 

 

Ｍ
、
Ｆ
・
Ｏ
。 

傍
観
者
板
付
き
の
明
転
。 

 



傍
観
者
「
こ
こ
で
一
旦
中
断
し
ま
し
ょ
う
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
出
て
き
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

キ
ャ
ス
ト
全
員
出
て
く
る
。 

 

傍
観
者
「
こ
の
舞
台
の
題
名
『existence

』
。
日
本
語
に
訳
す
と
『
存
在
』
で
す
。 

今
こ
の
瞬
間
か
ら
、
こ
こ
は
精
神
の
会
話
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。 

今
こ
こ
に
居
る
か
れ
ら
は
、
彼
ら
自
身
の
記
憶
た
ち
で
す
。 

こ
れ
か
ら
彼
ら
に
、
『
存
在
』
と
い
う
も
の
を
議
論
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
・
・
・
ど
う
ぞ
。
」 

 

Ｍ
・
Ｉ
Ｎ
。
（
不
思
議
で
静
か
な
感
じ
の
曲
。
浮
き
沈
み
す
る
泡
の
よ
う
な
。
） 

 

皆
、
口
を
も
ご
も
ご
さ
せ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
が
声
が
で
な
い
。 

 

傍
観
者
『
パ
ン
』
と
て
を
叩
く
。
そ
れ
と
同
時
に
皆
、
ゆ
っ
く
り
脱
力
す
る
。 

 

傍
観
者
「
お
っ
と
失
礼
。
今
彼
ら
は
、
彼
ら
の
『
記
憶
』
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
を
与
え
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
」 

 

傍
観
者
、
歩
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
前
で
指
を
『
パ
チ
ン
』
と
鳴
ら
す
。 

鳴
ら
さ
れ
た
人
は
、
ふ
っ
と
い
い
姿
勢
に
な
り
真
っ
直
ぐ
な
目
。 

 

傍
観
者
「
さ
ぁ
、
ど
う
ぞ
。
」 

 

安
本
「
な
ぜ
私
が
こ
こ
に
い
る
の
か
。
」 

 

藤
堂
「
な
ぜ
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
」 

 

ボ
ン
「
何
兆
分
の
一
の
確
立
で
。
」 

 

田
辺
「
な
ぜ
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
の
か
。
」 

 

山
崎
「
な
ぜ
そ
れ
が
今
な
の
か
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
急
に
怖
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」 

 

利
香
「
怖
い
で
す
。
・
・
・
と
て
も
怖
い
で
す
。
」 



傍
観
者
、
『
パ
ン
ッ
』
と
手
を
叩
く
。
皆
脱
力
。 

 

傍
観
者
「
も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
い
ん
で
す
よ
～
？
」 

 

傍
観
者
『
パ
ン
ッ
』
と
手
を
叩
く
。
皆
自
然
体
で
立
つ
。 

 

藤
堂
「
存
在
を
認
め
る
こ
と
。
そ
れ
を
許
す
の
が
一
番
難
し
い
の
は
、
自
分
自
身
だ
と
思
い
ま
す
。
」 

 

安
本
「
自
分
自
身
？
」 

 

藤
堂
「
私
は
自
分
に
満
足
で
き
な
い
人
間
な
の
で
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
先
生
は
素
晴
ら
し
い
功
績
の
持
ち
主
で
し
ょ
う
？
」 

 

藤
堂
「
私
の
中
学
時
代
の
成
績
表
は
オ
ー
ル
３
で
し
た
。
」 

 

ボ
ン
「
意
外
で
す
ね
。
こ
れ
ほ
ど
の
才
能
の
持
ち
主
が
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
だ
か
ら
私
は
様
々
な
こ
と
を
努
力
し
ま
し
た
。
」 

 

山
崎
「
様
々
な
こ
と
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
何
時
の
間
に
か
、
世
界
の
石
の
種
類
や
亀
が
ど
う
進
化
し
て
き
た
か
・
・
・
。
ず
い
ぶ
ん
マ
ニ
ア

ッ
ク
な
も
の
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。 

で
も
そ
れ
は
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
自
分
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
た
ん
で
す
。
自
分
を
褒
め
、
存
在
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
」 

 

田
辺
「
私
は
そ
の
逆
で
す
。
成
績
は
全
て
５
で
し
た
。
」 

 

藤
堂
「
素
晴
ら
し
い
わ
。
」 

 

田
辺
「
そ
れ
と
と
も
に
大
き
く
な
る
周
囲
の
期
待
が
あ
り
ま
し
た
。
」 

 

安
本
「
大
事
な
こ
と
で
す
。
」 

 

田
辺
「
表
面
を
完
璧
に
し
よ
う
と
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
」 



ボ
ン
「
表
面
・
・
・
で
す
か
。
」 

 

田
辺
「
数
字
な
ん
て
紙
の
上
だ
け
の
も
の
で
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
」 

 

田
辺
「
し
か
し
、
自
分
の
本
当
の
存
在
は
そ
れ
を
隠
す
コ
ス
プ
レ
の
な
か
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

 

山
崎
「
な
ん
と
な
く
わ
か
り
ま
す
。
僕
の
成
績
は
１
～
５
ま
で
揃
っ
て
い
ま
し
た
。
」 

田
辺
「
器
用
で
す
ね
。
」 

 

山
崎
「
そ
の
逆
。
不
器
用
な
ん
で
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
不
器
用
？
」 

 

山
崎
「
不
器
用
に
し
か
生
き
れ
な
い
か
ら
、
俳
優
に
な
っ
た
ん
で
す
。
」 

 

藤
堂
「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
？
」 

 

山
崎
「
不
器
用
だ
か
ら
計
算
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
心
は
し
っ
か
り
あ
る
ん
で
す
。
」 

 

安
本
「
心
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
不
器
用
さ
は
温
か
さ
で
す
。
そ
れ
は
舞
台
上
で
光
り
ま
す
。
」 

 

ボ
ン
「
俺
は
そ
の
逆
の
闇
で
す
。
成
績
は
オ
ー
ル
１
で
し
た
。
」 

山
崎
「
成
績
・
・
・
引
っ
張
り
ま
す
ね
。
」 

 

ボ
ン
「
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
そ
の
『
１
』
と
い
う
数
字
を
誇
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
」 

 

田
辺
「
何
故
？
」 

ボ
ン
「
皆
が
見
下
せ
る
存
在
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
」 

 

安
本
「
見
下
せ
る
存
在
？
」 

 

ボ
ン
「
皆
が
笑
い
、
見
下
す
存
在
。
そ
れ
こ
そ
が
道
化
の
属
す
る
闇
な
ん
で
す
。
」 



藤
堂
「
な
る
ほ
ど
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
一
見
自
虐
的
で
す
が
、
そ
れ
が
俺
の
存
在
の
置
き
場
だ
っ
た
ん
で
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
私
に
は
光
も
闇
も
あ
り
ま
せ
ん
。
成
績
は
忘
れ
ま
し
た
。
」 

ボ
ン
「
そ
れ
は
い
い
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
私
は
沢
山
の
者
を
失
い
ま
し
た
。
」 

 

田
辺
「
い
っ
た
い
何
を
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
沢
山
引
越
し
を
し
て
、
何
度
も
一
人
に
な
り
ま
し
た
。
」 

藤
堂
「
辛
い
こ
と
ね
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
最
後
は
、
家
族
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。
」 

安
本
「
孤
独
は
不
幸
で
す
ね
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
だ
か
ら
私
は
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
お
き
た
い
ん
で
す
。
そ
こ
に
私
は
い
な
く
て
も
い
い
。
な

に
か
を
ち
ゃ
ん
と
残
し
た
い
ん
で
す
。
」 

 

山
崎
「
さ
あ
、
あ
な
た
の
番
で
す
よ
？
」 

 

利
香
「
私
は
何
も
語
れ
ま
せ
ん
。
」 

 

ボ
ン
「
な
ん
で
？
心
を
開
い
て
ご
ら
ん
よ
？
」 

 

利
香
「
私
に
は
記
憶
が
な
い
ん
で
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
あ
・
・
・
そ
う
か
・
・
・
。
」 

 

利
香
「
記
憶
が
な
い
人
間
は
、
何
処
に
存
在
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

 

藤
堂
「
難
し
い
問
題
ね
。
」 

 

利
香
「
私
は
・
・
・
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
な
い
。
」 

 



安
本
「
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
」 

 

利
香
「
な
に
が
違
う
と
言
う
ん
で
す
か
？
」 

 

安
本
「
何
故
あ
な
た
は
志
村
け
ん
や
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
そ
れ
は
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」 

 

安
本
「
彼
女
は
、
志
村
け
ん
や
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
の
存
在
を
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
る
ん
で
す
。
」 

藤
堂
「
本
当
な
の
？
」 

 

利
香
「
・
・
・
は
い
。
覚
え
て
い
ま
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
れ
は
な
ぜ
？
」 

 

利
香
「
自
分
が
好
き
だ
っ
た
も
の
は
覚
え
て
い
る
よ
う
な
ん
で
す
。
」 

 

田
辺
「
好
き
だ
っ
た
っ
て
、
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
が
～
？
」 

 

山
崎
「
ち
ょ
っ
と
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
で
す
よ
ね
ぇ
」 

 

藤
堂
「
今
や
存
在
感
ゼ
ロ
だ
し
。
」 

 

利
香
「
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
！
」 

 

Ｄ
大
久
保
「
そ
ん
な
こ
と
い
っ
て
も
ね
ぇ
。
」 

 

ボ
ン
「
あ
ん
ま
り
尊
敬
で
き
な
い
な
ぁ
。
芸
人
と
し
て
。
」 

 

田
辺
「
別
段
面
白
く
な
い
し
ね
ぇ
～
♪
」 

 

利
香
「
お
゛
も
゛
じ
れ
～
も
゛
ん
は
お
゛
も
゛
じ
れ
～
ん
だ
ぁ
↑
（
な
ま
り
っ
て
こ
と
ね
。
）
」 

 

Ｍ
・
ス
ト
ッ
プ
。
＆
間
。 



山
崎
「
え
っ
と
・
・
・
。
」 

 

田
辺
「
そ
の
・
・
・
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
せ
え
の
！
」 

 

安
本
以
外
「
ご
め
ん
な
さ
い
！
」 

 

利
香
「
あ
、
い
え
・
・
・
こ
ち
ら
こ
そ
・
・
・
。
」 

 

間
。 

 

安
本
「
あ
の
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
う
ん
！
！
」 

 

安
本
「
私
思
う
ん
で
す
。
」 

 

田
辺
「
何
を
？
」 

 

安
本
「
『
記
憶
』
っ
て
２
種
類
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
」 

 

藤
堂
「
２
種
類
・
・
・
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 

安
本
「
体
に
残
る
記
憶
と
心
に
残
る
記
憶
・
・
・
。
」 

 

Ｍ
・
Ｉ
Ｎ
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
体
に
残
る
記
憶
と
心
に
残
る
記
憶
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
体
に
残
る
記
憶
は
、
体
の
細
胞
に
刷
り
込
ま
れ
た
記
憶
。
」 

 

山
崎
「
痛
み
」 

田
辺
「
色
」 

藤
堂
「
味
」 

ボ
ン
「
音
」 



Ｄ
・
大
久
保
「
温
度
」 

 

安
本
「
心
に
残
る
記
憶
は
、
ハ
ー
ト
に
届
い
た
記
憶
。
」 

 

山
崎
「
嬉
し
か
っ
た
こ
と
」 

田
辺
「
楽
し
か
っ
た
こ
と
」 

藤
堂
「
悲
し
か
っ
た
こ
と
」 

ボ
ン
「
苦
し
か
っ
た
こ
と
」 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
し
て
・
・
・
温
度
。
」 

 

山
崎
「
温
度
？
温
度
は
・
・
・
」 

 

安
本
「
い
い
え
、
温
度
も
。
体
に
温
度
が
あ
る
よ
う
に
、
心
に
も
温
度
が
あ
る
ん
で
す
。
」 

 

山
崎
「
心
の
温
度
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
心
の
温
度
が
上
が
っ
た
出
来
事
。
そ
れ
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
彼
女
に
と
っ
て
は
志
村
け
ん
も

つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
も
心
の
温
度
を
上
げ
て
も
ら
っ
た
大
事
な
人
な
ん
で
し
ょ
う
。
」 

 

利
香
「
そ
う
で
す
。
小
さ
い
頃
沢
山
笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た
志
村
け
ん
。
同
じ
生
ま
れ
故
郷
の
つ
ぶ
や
き
シ

ロ
ー
。
ど
っ
ち
も
大
切
だ
っ
た
ん
で
す
。
」 

 

安
本
「
心
の
温
度
は
記
憶
と
強
く
結
び
つ
き
ま
す
。
握
手
を
し
た
ア
メ
リ
カ
人
も
・
・
・
き
っ
と
・
・
・
。
」 

 

利
香
「
・
・
・
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
あ
な
た
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
？
」 

 

利
香
「
他
の
皆
さ
ん
は
、
志
村
け
ん
や
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
」 

 

ボ
ン
「
そ
の
く
ら
い
知
っ
て
ま
す
よ
。
」 

 

利
香
「
い
え
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。
私
が
そ
の
二
人
を
覚
え
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
？
」 

 

田
辺
「
あ
、
そ
う
だ
・
・
・
。
」 

 



山
崎
「
じ
ゃ
あ
・
・
・
な
ん
で
？
」 

 

藤
堂
「
・
・
・
恵
ち
ゃ
ん
？
」 

 

Ｓ
・
Ｅ 

『
キ
ー
ン
』
と
い
う
よ
う
な
、
高
い
音
、
皆
頭
を
抱
え
だ
す
。 

安
本
は
平
気
。 

 

田
辺
「
な
に
こ
の
音
！
！
？
」 

 

ボ
ン
「
頭
が
・
・
・
！
！
」 

 

傍
観
者
「
ス
ト
ー
ッ
プ
！
！
」 

 

音
消
え
、
全
員
脱
力
。 

 

傍
観
者
「
そ
ろ
そ
ろ
限
界
の
よ
う
で
す
ね
。
空
間
が
歪
み
は
じ
め
ま
し
た
。 

さ
あ
皆
さ
ん
。
元
の
場
所
へ
帰
り
ま
し
ょ
う
！
」 

 

安
本
・
藤
堂
・
ボ
ン
・
田
辺
・
Ｄ
大
久
保
は
元
の
位
置
（
ス
タ
ジ
オ
）
に
戻
る
。 

傍
観
者
・
利
香
・
山
崎
は
は
け
る
。 

 

ス
タ
ジ
オ
の
４
人
は
遠
い
目
（
取
り
付
か
れ
て
い
る
よ
う
な
） 

 

照
明
が
ゆ
っ
く
り
ス
タ
ジ
オ
の
照
明
に
。 

不
思
議
な
和
音
（
？
）
の
よ
う
な
音
が
鳴
り
、
そ
れ
も
ゆ
っ
く
り
消
え
る
。 

最
初
に
藤
堂
が
気
が
づ
く
。
他
の
人
間
は
遠
い
目
。 

 

藤
堂
「
え
？
・
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
、
顔
を
覆
う
よ
う
な
仕
草
（
寝
ぼ
け
て
る
よ
う
な
感
じ
。
） 

横
を
見
て
、
皆
が
ボ
ケ
ッ
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。 

皆
を
起
こ
す
。
呼
ば
れ
た
人
も
何
が
起
き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
は
っ
と
起
き
る
。 

 

藤
堂
「
ち
ょ
っ
と
・
・
・
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
？
ボ
ン
君
！
」 

 

起
き
た
人
は
「
あ
れ
？
」
と
か
「
う
～
ん
・
・
・
」
な
ど
と
ダ
ル
そ
う
な
感
じ
。 



上
手
端
で
座
り
込
ん
で
い
る
Ｄ
・
大
久
保
。 

 

藤
堂
「
大
久
保
さ
ん
！
！
」 

 

大
久
保
「
あ
、
は
い
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
恵
ち
ゃ
ん
も
大
丈
夫
！
？
？
恵
ち
ゃ
ん
！
」 

 

安
本
「
人
は
、
目
を
開
け
な
が
ら
眠
る
と
ど
ん
な
夢
を
み
る
ん
で
し
ょ
う
ね
？
」 

 

藤
堂
「
ち
ょ
っ
と
・
・
・
何
言
っ
て
る
の
？
？
」 

 

安
本
「
布
団
の
温
も
り
の
中
で
見
る
天
井
は
、
ど
ん
な
場
所
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
？
」 

 

ボ
ン
「
だ
っ
た
ら
俺
は
、
天
井
よ
り
も
夜
空
の
方
が
い
い
な
！
！
」 

 

藤
堂
「
ボ
ン
君
！
！
」 

 

ボ
ン
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
藤
堂
さ
ん
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
色
々
な
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
」 

 

藤
堂
「
で
も
・
・
・
番
組
は
！
？
？
ど
う
す
る
の
！
？
」 

 

田
辺
「
・
・
・
番
組
・
・
・
カ
メ
ラ
・
・
・
カ
メ
ラ
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
！
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
（
座
っ
た
ま
ま
。
）
「
そ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
こ
こ
に
は
カ
メ
ラ
も
な
け
れ
ば
、
ス
タ

ッ
フ
も
い
な
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」 

 

藤
堂
「
え
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
私
達
は
今
日
、
一
体
ど
う
や
っ
て
こ
こ
に
来
た
ん
で
す
か
？
」 

田
辺
「
そ
ん
な
の
！
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
・
・
・
あ
れ
？
」 

 

ボ
ン
「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
。
俺
さ
、
今
の
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
時
間
に
沢
山
考
え
た
ん
だ
。
・
・
・
ど
う
や
っ
て

も
思
い
出
せ
な
い
ん
だ
よ
ね
。 

自
分
の
『
存
在
』
が
さ
。
」 

 



藤
堂
「
ボ
ン
君
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 

ボ
ン
「
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
で
も
・
・
・
今
ま
で
の
記
憶
が
あ
ん
ま
り
な
い
ん
だ
よ
ね
。 

あ
ぁ
、
あ
ん
ま
り
っ
て
の
は
さ
、
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
・
・
・
つ
ま
り
、
自
分
の
夢
と
か
趣
味
と
か

は
思
い
出
せ
る
ん
だ
。 

だ
か
ら
俺
は
俺
な
わ
け
。
だ
け
ど
、
友
達
や
家
族
の
こ
と
は
全
然
思
い
出
せ
な
い
。
」 

 

藤
堂
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
で
し
ょ
！
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
じ
ゃ
あ
、
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」 

 

田
辺
「
思
い
出
せ
な
い
。
・
・
・
確
か
に
覚
え
て
い
な
い
わ
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
そ
ん
な
・
・
・
。
な
ん
で
・
・
・
？
」 

 

安
本
「
あ
、
で
も
。
自
分
が
大
好
き
な
人
の
こ
と
は
覚
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
？
」 

 

ボ
ン
「
お
、
誰
か
思
い
出
し
た
の
か
い
？
」 

 

安
本
「
顔
は
思
い
出
せ
な
い
の
。
で
も
、
氷
川
き
よ
し
・
・
・
っ
て
名
前
は
思
い
出
せ
る
の
。 

」 Ｄ
・
大
久
保
「
氷
川
き
よ
し
・
・
・
き
っ
と
素
敵
な
方
な
ん
で
す
ね
。
」 

 

田
辺
「
じ
ゃ
あ
、
私
も
思
い
出
し
て
み
る
！
！
・
・
・
あ
れ
？
・
・
・
聞
こ
え
る
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
な
ん
て
！
？
？
」 

 

田
辺
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
！
・
・
・
っ
て
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
！
っ
て
言
う
人
、
き
っ
と
素
敵
な
方
な
ん
で
す
ね
。
」 

 

ボ
ン
「
ほ
ら
、
藤
堂
さ
ん
も
！
」 

 

藤
堂
「
え
、
え
ぇ
・
・
・
。
う
～
ん
・
・
・
」 

 

安
本
「
ど
う
で
す
か
？
」 



藤
堂
「
・
・
・
私
も
、
名
前
だ
け
な
ら
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
誰
で
す
か
？
」 

 

藤
堂
「
高
木
・
・
・
ブ
ー
。
」 

 

安
本
「
高
木
・
・
・
ブ
ー
・
・
・
。
（
感
慨
深
げ
に
）
」 

 

ボ
ン
「
高
木
・
・
・
ブ
ー
で
す
か
。
（
に
こ
や
か
に
。
）
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
高
木
・
・
・
ブ
ー
・
・
・
。
き
っ
と
素
敵
な
方
な
ん
で
す
ね
。
」 

 

安
本
「
あ
れ
？
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
」 

 

田
辺
「
ど
う
し
た
の
？
」 

 

安
本
「
私
達
は
、
お
互
い
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
よ
ね
！
」 

 

ボ
ン
「
う
ん
・
・
・
そ
れ
で
？
」 

 

安
本
「
つ
ま
り
、
こ
こ
に
居
る
全
員
の
こ
と
は
覚
え
て
い
る
ん
で
す
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
う
ん
・
・
・
う
ん
。
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
」 

 

安
本
「
で
も
・
・
・
も
う
一
人
だ
け
覚
え
て
い
る
人
が
い
ま
せ
ん
か
？
」 

 

田
辺
「
も
う
一
人
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
あ
！
再
現
Ｖ
の
人
！
！
」 

 

Ｍ
・
Ｉ
Ｎ
。 

 

安
本
「
そ
う
！
も
し
か
し
た
ら
、
ど
こ
か
に
居
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
！
」 

 

ボ
ン
「
よ
し
！
探
そ
う
！
！
」 

 



Ｄ
・
大
久
保
「
私
は
、
こ
こ
を
見
張
っ
て
ま
す
！
！
」 

 

全
員
頷
い
て
は
け
る
。 

 

ボ
ン
（
前
）
・
藤
堂
（
後
）
は
下
手
。 

田
辺
・
安
本
は
上
手
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
、
部
屋
の
も
の
を
色
々
と
触
っ
て
み
る
。
全
て
が
張
り
ぼ
て
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
私
達
は
・
・
・
一
体
ど
こ
に
居
る
の
？
」 

 

上
手
か
ら
藤
堂
Ｉ
Ｎ
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
藤
堂
さ
ん
！
」 

 

藤
堂
「
だ
め
。
誰
も
い
な
い
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
し
か
も
・
・
・
、
あ
っ
ち
に
は
出
口
も
な
い
わ
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
え
？
」 

 

藤
堂
「
窓
一
つ
な
い
空
間
よ
・
・
・
」 

 

田
辺
Ｉ
Ｎ
。 

 

田
辺
「
何
も
な
か
っ
た
～
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
出
口
は
！
？
」 

 

田
辺
「
い
や
。
・
・
ど
う
し
た
ん
で
す
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
（
下
手
の
前
を
見
て
。
）
き
っ
と
向
う
に
！
！
」 

 

ボ
ン
Ｉ
Ｎ
。 



 

Ｄ
・
大
久
保
「
ボ
ン
さ
ん
！
！
出
口
は
！
？
？
」 

 

ボ
ン
「
え
？
い
や
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・ 

」 藤
堂
「
出
口
が
一
つ
も
な
い
わ
。
」 

 

田
辺
「
そ
ん
な
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
よ
。
そ
こ
に
・
・
・
私
達
だ
け
。
」 

 

安
本
、
上
手
か
ら
顔
を
出
し
て
。 

 

安
本
「
あ
の
～
・
・
・
」 

 

皆
一
斉
に
振
り
向
い
て
、
Ｍ
。
Ｃ
・
Ｏ
。 

安
本
、
山
崎
を
引
き
ず
っ
て
出
て
く
る
。 

 

安
本
「
こ
ん
な
ん
見
つ
け
ま
し
た
け
ど
。
」 

 

山
崎
「
痛
い
イ
タ
イ
い
た
いitai

！
！
」 

 

安
本
、
放
す
。
山
崎
咳
き
込
む
。 

 

皆
「
あ
～
っ
！
！
」 

 

藤
堂
「
そ
の
前
に
、
出
口
は
あ
っ
た
！
？
？
」 

 

安
本
「
出
口
？
い
い
え
。
」 

 

ボ
ン
「
ま
い
っ
た
な
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
出
口
が
・
・
・
ど
こ
に
も
な
い
ん
で
す
！
」 

 



田
辺
「
こ
こ
は
・
・
・
一
体
ど
こ
な
の
！
？
？
」 

 

ボ
ン
「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
！
！
落
ち
着
い
て
！
！
！ 

 

田
辺
「
だ
っ
て
・
・
・
だ
っ
て
！
！
」 

 

ボ
ン
「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
！
！
」 

 

山
崎
「
あ
の
～
・
・
・
」 

 

皆
「
あ
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
す
っ
か
り
忘
れ
て
ま
し
た
ね
。
」 

 

藤
堂
「
あ
な
た
は
誰
！
？
」 

 

山
崎
「
い
や
・
・
・
誰
っ
て
言
わ
れ
ま
し
て
も
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
今
ま
で
何
を
し
て
た
の
！
？
」 

 

山
崎
「
い
や
ぁ
～
・
・
・
寝
て
ま
し
た
」 

 

ボ
ン
「
寝
て
た
！
？
？
」 

 

安
本
「
本
当
で
す
。
私
が
た
た
き
起
こ
し
ま
し
た
。
」 

 

山
崎
「
ん
で
、
び
っ
く
り
し
て
逃
げ
出
し
て
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
な
ん
で
逃
げ
た
の
！
？
」 

 

山
崎
「
え
？
だ
っ
て
、
凄
い
顔
の
人
が
目
の
前
で
叫
ん
で
る
か
ら
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
そ
ん
な
こ
と
し
て
ま
せ
ん
！
！
」 

 

山
崎
「
で
は
、
再
現
Ｖ
を
ど
う
ぞ
！
」 

 



安
本
、
上
手
端
へ
走
る
。 

山
崎
倒
れ
て
寝
る
。 

他
の
皆
は
、
後
ろ
へ
下
が
る
。 

 

安
本
「
何
に
も
な
い
な
ぁ
～
・
・
・
は
っ
！
！
」 

 

駆
け
寄
っ
て
。
襟
を
掴
ん
で
シ
ェ
イ
ク
シ
ェ
イ
ク
。 

 

安
本
「
起
き
ろ
～
！
！
起
き
ろ
～
！
！
起
き
ろ
～
！
！
」 

山
崎
「
は
っ
！
」 

 

安
本
手
を
止
め
る
。 

 

間
。 

 

山
崎
「
ぎ
ゃ
～
！
！
」 

安
本
「
き
ゃ
～
！
！
！
」 

 

二
人
あ
た
ふ
た
し
て
叫
び
な
が
ら
駆
け
回
り
、
山
崎
が
上
手
へ
は
け
、
安
本
そ
れ
を
追
っ
て
は
け
る
。 

 

車
の
音
「
ぶ
～
ん
。
き
き
ぃ
～
！
！
ど
～
ん
！
！
！
！
」 

 

安
本
、
山
崎
を
引
き
ず
っ
て
出
て
く
る
。 

 

山
崎
「
と
、
言
う
わ
け
な
ん
で
す
。
」 

 

安
本
「
き
ゃ
♪
は
ず
か
し
♪
」 

 

皆
こ
け
て
。 

 

ボ
ン
「
な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ
！
！
」 

 

田
辺
「
っ
て
か
、
最
後
の
音
は
な
ん
な
の
よ
！
！
」 

 

山
崎
「
音
響
で
す
。
」 

 



藤
堂
「
意
味
が
わ
か
ら
ん
わ
。
」 

 

ボ
ン
「
ま
、
と
り
あ
え
ず
座
れ
。
」 

 

山
崎
「
あ
、
は
い
。
」 

 

山
崎
、
中
央
に
正
座
。 

皆
、
周
り
を
取
り
囲
む
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
質
問
し
ま
す
。
こ
こ
が
ど
こ
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？
」 

 

山
崎
「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」 

Ｄ
・
大
久
保
「
役
立
た
ず
。
」 

 

山
崎
「
ひ
ど
く
な
い
っ
す
か
！
？
」 

 

ボ
ン
「
質
問
し
ま
す
。
何
故
こ
こ
に
い
る
ん
で
す
か
？
」 

 

山
崎
「
う
～
ん
・
・
・
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」 

ボ
ン
「
く
ず
。
」 

 

山
崎
「
い
や
、
く
ず
っ
て
！
？
」 

 

安
本
「
質
問
し
ま
す
。
出
口
が
ど
こ
だ
か
知
っ
て
ま
す
か
？
」 

 

山
崎
「
知
り
ま
せ
ん
。
」 

安
本
「
う
ん
こ
。
」 

 

山
崎
「
う
ん
こ
！
？
ち
ょ
っ
と
、
人
を
排
泄
物
に
た
と
え
る
の
や
め
て
く
れ
ま
せ
ん
か
！
？
」 

藤
堂
「
う
る
さ
い
。
」 

山
崎
「
あ
、
は
い
。
す
い
ま
せ
ん
。
」 

 

田
辺
「
質
問
し
ま
す
。
何
か
覚
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」 

 

山
崎
「
・
・
・
い
い
え
。
何
も
。
」 

田
辺
「
こ
の
、
ド
Ｍ
が
。
」 



山
崎
「
う
わ
ぁ
・
・
・
そ
う
い
う
こ
と
言
う
の
止
め
ま
し
ょ
う
よ
。
ち
ょ
っ
と
リ
ア
ル
だ
し
。
」 

 

藤
堂
「
ど
う
や
ら
こ
の
坊
や
は
、
本
当
に
何
も
知
ら
な
い
み
た
い
ね
。
」 

Ｄ
・
大
久
保
「
役
立
た
ず
。
」 

ボ
ン
「
く
ず
。
」 

安
本
「
う
ん
こ
。
」 

田
辺
「
ド
Ｍ
。
」 

 

山
崎
「
ち
ょ
っ
と
・
・
・
い
ま
ど
き
『
う
ん
こ
』
と
か
で
笑
い
を
と
る
劇
団
な
ん
て
あ
り
ま
す
か
？
」 

 

藤
堂
「
余
計
な
こ
と
言
わ
な
く
て
い
い
の
。
」 

 

山
崎
「
あ
、
は
い
。
す
い
ま
せ
ん
。
」 

 

ボ
ン
「
八
方
塞
が
り
か
・
・
・
。
」 

 

皆
た
め
息
な
ど
を
つ
き
な
が
ら
ば
ら
け
る
。 

山
崎
も
立
ち
上
が
っ
て
。
気
ま
ず
そ
う
に
し
て
い
る
。 

 

山
崎
「
あ
、
で
も
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
ど
う
し
た
の
？
」 

 

山
崎
「
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
ね
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
ま
ぁ
・
・
・
俺
達
は
再
現
Ｖ
や
ら
Ｃ
Ｍ
や
ら
見
て
た
か
ら
知
っ
て
る
け
ど
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
そ
の
・
・
・
何
か
沢
山
語
っ
た
よ
う
な
・
・
・
」 

 

田
辺
「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
そ
ん
な
気
も
・
・
・
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
あ
！
！
も
う
一
人
い
ま
せ
ん
で
し
た
！
？
」 

 

藤
堂
「
ど
う
い
う
こ
と
？
？
」 



Ｄ
・
大
久
保
「
そ
の
、
皆
が
語
っ
た
っ
て
言
う
場
所
に
、
も
う
一
人
！
！
」 

 

田
辺
「
も
う
一
人
・
・
・
」 

 

傍
観
者
、
上
手
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
Ｉ
Ｎ
。 

 

山
崎
「
い
ま
し
た
。
も
う
一
人
い
ま
し
た
よ
！
！
」 

 

傍
観
者
、
『
オ
レ
オ
レ
♪
』
っ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
誰
だ
っ
た
か
な
ぁ
～
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
『
こ
ん
に
ち
わ
』
っ
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。 

 

ボ
ン
「
女
性
だ
！
！
」 

 

傍
観
者
『
え
？
』 

 

藤
堂
「
そ
う
ね
！
女
性
ね
！
！
」 

 

傍
観
者
、
が
っ
か
り
し
な
が
ら
は
け
て
行
く
。 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
Ａ
さ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

 

田
辺
「
っ
て
こ
と
は
・
・
・
Ａ
さ
ん
も
こ
の
空
間
に
い
る
！
？
」 

 

山
崎
「
Ａ
さ
ん
？
」 

 

安
本
「
記
憶
を
な
く
し
た
女
性
の
こ
と
よ
。
」 

 

ボ
ン
「
彼
女
が
こ
の
空
間
を
脱
出
す
る
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
！
」 

 

安
本
「
で
も
、
彼
女
は
ど
こ
に
も
い
な
か
っ
た
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
な
に
か
手
は
な
い
の
か
し
ら
？
」 

 



田
辺
「
あ
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
見
よ
う
よ
！
」 

 

ボ
ン
「
そ
う
か
！
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
駄
目
で
す
！
！
た
だ
の
・
・
・
張
り
ぼ
て
で
し
た
。
」 

 

ボ
ン
「
く
そ
っ
！
！
」 

 

田
辺
「
藤
堂
さ
ん
、
な
ん
か
出
来
な
い
の
？
？
」 

 

藤
堂
「
何
か
っ
て
？
？
」 

 

田
辺
「
ほ
ら
、
催
眠
術
と
か
さ
！
！
」 

 

藤
堂
「
・
・
・
そ
れ
だ
わ
！
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
う
で
す
よ
！
藤
堂
さ
ん
は
催
眠
術
の
権
威
で
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
！
」 

 

山
崎
「
へ
～
。
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
で
記
憶
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
！
！
」 

 

ボ
ン
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
！
？
？
」 

 

藤
堂
「
（
椅
子
を
指
し
て
）
こ
こ
にstand up!!

」 
 

ボ
ン
「sit dow

n

じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
・
・
・
？
」 

 

藤
堂
「
い
く
わ
よ
・
・
・
！
！
」 

 

皆
、
唾
を
飲
む
。 

藤
堂
、
５
円
玉
を
取
り
出
し
揺
ら
す
。 

 

藤
堂
「
あ
ん
や
ら
～
・
・
・
。
ゆ
ん
ら
れ
～
・
・
・
。
は
ぁ
！
！
」 

 

ボ
ン
「
わ
ぁ
！
！
（
ガ
ク
ッ
）
・
・
・
は
っ
！
！
・
・
・
そ
ん
な
・
・
・
嘘
だ
ろ
！
？
」 



田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
・
・
・
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
し
っ
！
！
」 

 

ボ
ン
「
全
く
効
果
が
な
い
・
・
・
。
」 

 

皆
こ
け
る
。 

 

藤
堂
「
そ
ん
な
バ
カ
な
・
・
・
。
私
の
催
眠
術
が
効
か
な
い
な
ん
て
・
・
・
。
テ
レ
ビ
で
失
敗
し
た
こ
と

な
ん
て
な
か
っ
た
の
よ
。
」 

 

山
崎
「
た
ぶ
ん
、
テ
レ
ビ
の
力
で
す
。 

」 藤
堂
「
ど
う
い
う
意
味
よ
！
？
」 

 

山
崎
「
催
眠
術
に
か
か
っ
た
人
の
名
前
は
？
」 

 

藤
堂
「
そ
ん
な
細
か
い
記
憶
は
・
・
・
え
～
と
確
か
・
・
・
あ
。
出
川
な
ん
ち
ゃ
ら
と
か
、
あ
と
～
な
ん

と
か
竜
平
と
か
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
恐
ら
く
全
員
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
芸
人
で
す
。
」 

 

藤
堂
「
（
耳
を
塞
い
で
）
い
や
ぁ
～
！
！
」 

 

皆
「
あ
～
。
（
納
得
）
」 

 

安
本
「
え
と
、
と
り
あ
え
ず
・
・
・
ま
た
考
え
ま
し
ょ
う
！
」 

 

皆
「
う
ん
！
」 

 

皆
、
考
え
る
。 

山
崎
、
Ｐ
Ｃ
の
前
発
見
。 

 

山
崎
「
あ
の
～
。 

」 田
辺
「
ど
う
し
た
の
？
」 



山
崎
「
こ
の
Ｐ
Ｃ
。
生
き
て
ま
す
け
ど
・
・
・
。
」 

 

皆
「
え
ぇ
！
？
？
？
（
バ
ラ
バ
ラ
で
い
い
。
）
」 

 

安
本
と
田
辺
が
Ｐ
Ｃ
に
ダ
ッ
シ
ュ
。 

 

安
本
「
そ
う
で
す
よ
。
こ
れ
が
あ
っ
た
ん
だ
ぁ
！
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
で
調
べ
れ
ば
・
・
・
！
」 

 

田
辺
「
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
。
」 

 

安
本
「
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？
」 

 

田
辺
「
占
い
よ
り
、
ま
ず
は
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
！
」 

 

安
本
「
な
る
ほ
ど
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
ど
う
？
」 

 

田
辺
「
・
・
・
だ
め
。
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
以
外
に
は
リ
ン
ク
で
き
な
い
み
た
い
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
貸
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

 

間
。 

 

安
本
「
・
・
・
駄
目
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
こ
こ
し
か
な
い
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
じ
ゃ
あ
、
質
問
し
て
み
ま
し
ょ
う
？
」 

 

安
本
「
は
い
！
」 

 

田
辺
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
！
」 

 

山
崎
「
ど
う
し
た
の
？
」 

 

田
辺
「
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
っ
て
確
か
・
・
・
一
度
占
っ
た
ら
５
分
間
は
占
え
な
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・
？
」 

 



安
本
「
あ
、
そ
う
だ
っ
た
・
・
・
ど
う
し
ま
す
？
」 

 

藤
堂
「
ま
ず
は
今
の
状
態
を
知
ら
な
く
ち
ゃ
。
質
問
は
こ
う
・
・
・
『
こ
こ
は
ど
こ
で
す
か
？
』
」 

 

安
本
、
打
つ
。 

 

安
本
「
出
ま
し
た
！
」 

ボ
ン
「
な
ん
て
！
？
」 

 

照
明
変
わ
る
。 

 

安
本
「
あ
な
た
は
・
・
・
存
在
し
て
ま
す
か
？
」 

 

暗
転
。 

 

傍
観
者
と
利
香
の
板
付
き
。 

明
転
。 

 

傍
観
者
「
そ
ろ
そ
ろ
出
て
行
っ
て
も
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
何
故
で
す
か
？
」 

 

傍
観
者
「
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
」 

 

利
香
「
だ
か
ら
、
そ
れ
は
何
故
で
す
か
？ 

」 傍
観
者
「
疑
問
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
私
は
・
・
・
彼
ら
が
誰
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
知
り
ま
せ
ん
か
。
」 

 

利
香
「
知
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
知
り
ま
せ
ん
か
・
・
・
。
」 

 



利
香
「
知
り
ま
せ
ん
よ
・
・
・
。
何
が
言
い
た
い
ん
で
す
か
？
」 

 

傍
観
者
「
い
え
ね
、
そ
れ
は
少
し
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」 

 

利
香
「
ど
う
い
う
意
味
で
す
？
」 

 

傍
観
者
「
『
知
ら
な
い
』
で
は
な
く
、
『
忘
れ
た
』
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」 

 

利
香
「
そ
れ
は
・
・
・
私
に
は
記
憶
が
な
い
か
ら
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
そ
う
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
も
ま
た
、
貴
女
の
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
」 

 

利
香
「
え
？
」 

 

傍
観
者
「
で
す
が
、
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
彼
ら
は
・
・
・
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」 

 

利
香
「
わ
か
ら
な
い
。
」 

 

傍
観
者
「
逃
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
貴
女
も
ま
た
、
彼
ら
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
」 

 

間
。 

 

傍
観
者
「
・
・
・
今
ま
で
す
れ
違
っ
た
人
間
は
何
人
で
す
か
？
そ
の
人
間
の
顔
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？
」 

 

利
香
「
き
っ
と
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
覚
え
て
い
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」 

 

傍
観
者
「
そ
う
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
な
い
と
言
う
ん
で
す
。
で
す
が
・
・
・
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」 

 

間
。 

 

傍
観
者
「
そ
ろ
そ
ろ
出
て
行
っ
て
も
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
・
・
・
も
う
ち
ょ
っ
と
・
・
・
待
っ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
で
は
も
う
ち
ょ
っ
と
・
・
・
待
ち
ま
し
ょ
う
・
・
・
。
」 

 



暗
転
。 

場
面
は
ス
タ
ジ
オ
に
戻
る
。
皆
疲
れ
た
表
情
で
板
付
き
。 

明
転
。 

 

ボ
ン
「
質
問
で
質
問
を
返
す
な
ん
て
・
・
・
Ｐ
Ｃ
っ
て
よ
く
で
き
て
る
な
ぁ
～
。
」 

 

安
本
「
皆
さ
ん
。
次
の
質
問
ま
で
３
分
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
に
今
の
現
状
を
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
！
」 

 

田
辺
「
今
の
・
・
・
現
状
？
」 

 

安
本
「
何
故
私
達
が
こ
こ
に
居
る
の
か
・
・
・
考
え
ら
れ
る
状
況
を
全
て
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
な
る
ほ
ど
！
」 

 

ボ
ン
「
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
、
思
い
つ
い
た
人
は
挙
手
で
。
」 

 

皆
「
う
ん
。
」 

ボ
ン
「
は
い
。
」 

山
崎
「
早
い
な
。
」 

ボ
ン
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
・
・
・
」 

 

宇
宙
船
の
中
の
よ
う
な
Ｍ
・
Ｉ
Ｎ
。 

ボ
ン
。
ち
ょ
っ
と
い
っ
ち
ゃ
っ
て
る
目
に
な
っ
て
。 

 

ボ
ン
「
僕
ら
は
ね
～
。
宇
宙
人
に
さ
ら
わ
れ
た
ん
で
す
よ
～
。
そ
ん
で
ピ
ピ
ッ
と
記
憶
を
消
さ
れ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
よ
ぉ
～
。
そ
の
う
ち
変
な
宇
宙
人
が
来
て
僕
ら
に
言
う
ん
で
す
よ
ぉ
～
。
Ｅ
Ｔ
。
ゴ
ー
ト
ゥ
ー

ヘ
ル
・
・
・
っ
て
ね
ぇ
～
。
」 

 

Ｍ
・
Ｆ
・
Ｏ
。 

 

ボ
ン
「
（
格
好
つ
け
て
）
ふ
ぅ
・
・
・
ど
う
で
す
か
、
僕
の
推
理
。
」 

 

田
辺
「
藤
堂
先
生
！
」 

 

藤
堂
「
１
５
点
。
」 

 



ボ
ン
「
え
ぇ
～
！
？
１
０
０
点
中
～
？
」 

 

藤
堂
「
１
０
０
０
点
中
。
」 

 

ボ
ン
「
な
ん
で
ぇ
～
！
？
」 

 

藤
堂
「
面
白
く
な
い
も
ん
。
」 

 

ボ
ン
「
そ
れ
問
題
違
い
ま
す
よ
～
。
」 

 

藤
堂
「
は
い
次
の
人
！
」 

 

皆
、
は
い
は
い
は
い
！
！
っ
て
感
じ
。 

 

藤
堂
「
じ
ゃ
あ
、
再
現
Ｖ
の
人
。
」 

 

山
崎
「
山
崎
で
す
。
え
～
と
、
僕
ら
は
夢
を
見
て
る
ん
で
す
よ
。
」 

 

間
。 

 

安
本
「
う
ん
。
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
そ
れ
で
？
」 

 

山
崎
「
お
し
ま
い
。
」 

他
の
皆
「
先
生
～
！
」 

藤
堂
「
０
点
。
」 

 

山
崎
「
な
ん
で
！
？
あ
り
え
な
く
は
な
い
で
し
ょ
！
？
」 

 

藤
堂
「
夢
落
ち
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
し
ま
っ
た
ぁ
～
！
！
」 

 

ボ
ン
「
っ
て
か
さ
っ
き
ま
寝
て
た
じ
ゃ
ん
。
」 

 



田
辺
「
夢
の
中
で
寝
る
な
よ
の
び
太
。
」 

Ｄ
・
大
久
保
「
ド
Ｍ
。
」 

山
崎
「
ち
ょ
っ
と
・
・
・
僕
に
対
し
て
厳
し
く
な
い
っ
す
か
ぁ
～
？
」 

藤
堂
「
は
い
次
～
。
」 

 

山
崎
な
ん
か
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
。 

皆
、
手
を
挙
げ
る
。 

 

藤
堂
「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
！
」 

 

田
辺
「
は
い
！
え
～
と
、
こ
こ
は
不
思
議
の
国
な
ん
で
す
よ
ぉ
。
こ
こ
を
出
る
に
は
王
子
様
と
結
婚
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
！
終
り
！
」 

 

間
。 

 

藤
堂
「
え
～
と
・
・
・
な
ん
か
可
哀
想
だ
か
ら
６
０
点
。
一
応
綺
麗
な
話
だ
し
」 

 

ボ
ン
「
座
布
団
は
も
ら
え
な
い
け
ど
ね
。
」 

 

山
崎
「
お
お
ぎ
り
？
」 

 

藤
堂
「
は
い
次
の
人
～
。
」 

 

皆
、
挙
手
！
！ 

 

藤
堂
「
大
久
保
さ
ん
！
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
は
い
！
ど
っ
き
り
！
！
」 

 

藤
堂
「
う
ん
！
シ
ン
プ
ル
！
！
７
０
点
！
！
！
次
！
！
」 

 

皆
、
挙
手
。
藤
堂
も
挙
手
。 

 

藤
堂
「
は
い
！
私
！
！
」 

 

皆
、
ま
・
ま
あ
ね
。
し
ょ
う
が
な
い
か
っ
て
感
じ
。 



 

藤
堂
「
こ
こ
は
ね
、
病
院
な
の
。
」 

 

Ｍ
・
Ｉ
Ｎ
。
照
明
変
わ
る
。 

 

藤
堂
「
私
達
は
精
神
異
常
者
で
、
治
療
を
受
け
て
い
る
わ
け
。
そ
れ
な
ら
皆
の
記
憶
が
な
い
こ
と
も
、
閉

ざ
さ
れ
た
空
間
に
い
る
こ
と
も
説
明
が
つ
く
わ
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
な
る
ほ
ど
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
そ
し
て
私
達
は
監
視
さ
れ
て
い
る
の
！
！
」 

 

皆
「
え
ぇ
！
？
？
」 

 

藤
堂
「
私
達
は
人
間
の
神
秘
を
研
究
す
る
た
め
の
、
モ
ル
モ
ッ
ト
っ
て
わ
け
・
・
・
」 

 

Ｍ
。
Ｃ
・
Ｏ
。 

照
明
変
わ
る
。 

 

藤
堂
「
・
・
・
ど
う
？
」 

 

ボ
ン
「
い
や
、
結
構
リ
ア
ル
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
で
も
・
・
・
」 

藤
堂
「
で
も
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
あ
の
、
理
由
も
し
っ
か
り
し
て
る
し
、
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
！
・
・
・
で
も
・
・
・
。
」 

藤
堂
「
だ
か
ら
何
！
？
」 

 

山
崎
「
あ
～
、
で
も
！
！
そ
う
い
う
舞
台
・
・
・
な
ん
か
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
。
」 

藤
堂
「
そ
っ
ち
か
ぁ
～
！
！
」 

 

ボ
ン
「
ま
あ
ま
あ
、
次
々
！
！
」 

 

皆
、
挙
手
！
！
一
際
元
気
な
ボ
ン
。 

 

藤
堂
「
う
～
ん
・
・
・
」 

 



皆
ボ
ン
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
て
最
後
は
ボ
ン
だ
け
残
る
。 

 

藤
堂
「
は
い
。
ボ
ン
ち
ゃ
ん
。
」 

 

ボ
ン
「
よ
っ
し
ゃ
！
！
え
～
と
。
こ
こ
は
ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
の
本
の
中
な
ん
で
す
よ
！
」 

 

安
本
「
う
ん
。
じ
ゃ
あ
こ
こ
は
ど
こ
？
」 

 

ボ
ン
「
も
ち
ろ
ん
フ
ァ
ル
コ
ン
の
耳
の
な
か
だ
よ
！
（
モ
ノ
マ
ネ
）
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
！
耳
を
か
い
て
く
れ

な
い
か
ぁ
～
？
」 

 

田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
似
て
る
！
！
」 

 

藤
堂
「
よ
し
！
オ
ー
ケ
ー
！
！
山
田
く
～
ん
！
座
布
団
一
枚
持
っ
て
き
て
～
！
！
」 

 

傍
観
者
上
手
か
ら
Ｉ
Ｎ
し
て
、
、
座
布
団
を
持
っ
て
く
る
。 

（
持
っ
て
く
る
間
の
芝
居
。
↓
） 

 

田
辺
「
ボ
ン
ち
ゃ
ん
！
も
う
一
回
～
！
！
」 

 

ボ
ン
「
お
う
！
！
・
・
・
（
顔
を
作
っ
て
か
ら
）
バ
ス
テ
ィ
ア
～
ン
。
耳
が
か
ゆ
い
よ
ぉ
～
。
」 

 

山
崎
「
似
て
る
な
～
！
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
実
写
版
は
ボ
ン
さ
ん
で
き
ま
り
で
す
ね
～
！
！
」 

藤
堂
「
い
や
、
元
が
実
写
版
で
し
ょ
。
」 

Ｄ
・
大
久
保
「
あ
、
そ
っ
か
。
」 

 

山
崎
「
っ
て
か
、
な
ん
で
ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
は
覚
え
て
る
の
か
な
？
」 

 

田
辺
「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ぁ
～
？
こ
の
際
。
」 

 

皆
和
気
藹
々
。
傍
観
者
上
手
へ
掃
け
る
。 

   



安
本
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
！
」 

 

皆
、
き
ょ
と
ん
。 

 

安
本
「
今
誰
い
ま
せ
ん
で
し
た
！
？
？
」 

 

山
崎
「
え
？
い
た
？
」 

 

Ｄ
・
大
久
保
「
い
や
、
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
」 

 

ボ
ン
「
気
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

 

安
本
「
座
布
団
！
！
」 

 

藤
堂
「
え
え
、
座
布
団
ね
ぇ
～
。
」 

 

田
辺
「
安
本
さ
ん
。
少
し
疲
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

 

安
本
「
誰
が
持
っ
て
き
た
の
！
」 

 

間
。 

 

皆
「
あ
～
！
！
！
！
」 

 D

・
大
久
保
「
誰
だ
ろ
う
！
誰
だ
ろ
う
！
？
？
」 

 

山
崎
「
確
か
に
誰
か
い
た
気
は
す
る
ん
だ
よ
な
ぁ
！
」 

 

田
辺
「
あ
！
！
」 

 

皆
「
え
！
？
？
」 

 

田
辺
「
そ
ろ
そ
ろ
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
が
！
」 

 

藤
堂
「
そ
う
だ
っ
た
わ
！
恵
ち
ゃ
ん
！
」 

安
本
「
は
い
！
！
」 



 

安
本PC
へ
。 

 

藤
堂
「
今
度
は
こ
の
質
問
よ
！
『
座
布
団
を
持
っ
て
き
た
の
は
誰
で
す
か
？
』
」 

安
本
「
は
い
！
」 

 

ボ
ン
「
そ
ん
な
質
問
で
い
い
ん
す
か
？ 

」 藤
堂
「
座
布
団
を
持
っ
て
き
た
人
間
・
・
・
そ
の
人
が
こ
の
空
間
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
わ
！
」 

 

ボ
ン
「
確
か
に
・
・
・
。
」 

 

安
本
・PC

に
入
力
。 

 

安
本
「
出
ま
し
た
！
・
・
・
あ
の
・
・
・
ち
ょ
っ
と
さ
っ
き
と
文
章
が
・
・
・
。
」 

 

ボ
ン
「
ま
た
同
じ
な
の
？
」 

 

安
本
「
い
え
！
・
・
・
な
ん
か
そ
の
・
・
・
」 

 

藤
堂
「
と
り
あ
え
ず
読
ん
で
。
」 

 

安
本
「
あ
、
は
い
。
『
僕
も
あ
な
た
も
、
あ
な
た
も
皆
も
。
そ
し
て
そ
れ
はA

さ
ん
も
然
り
。 

全
て
忘
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
』
」 

 

田
辺
「
ど
う
い
う
意
味
か
し
ら
・
・
・
？
」 

 D

・
大
久
保
「
知
っ
て
い
る
・
・
・
。
忘
れ
て
い
る
だ
け
で
、
知
っ
て
い
る
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
つ
ま
り
僕
ら
は
、A

さ
ん
に
も
座
布
団
を
持
っ
て
き
た
人
に
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
っ
て
こ
と
で
す

よ
ね
？
」 

 

藤
堂
「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
『
僕
も
』
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
は
そ
う
答
え
た
わ
。
『
僕
も
』
。
つ
ま
り
、

座
布
団
を
持
っ
て
き
た
本
人
。
そ
れ
が
占
い
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
の
正
体
よ
！
！
」 

 

ボ
ン
「
そ
う
か
・
・
・
！
！
」 



藤
堂
「
そ
し
て
、
そ
の
人
間
はA

さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
・
・
・
。
」 

 D

・
大
久
保
「
ど
う
な
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
私
の
見
解
を
話
す
わ
。
」 

 

間
。 

 

藤
堂
「
座
布
団
を
持
っ
て
き
た
人
間
を
仮
にB

と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
私
達
は
、B

に
記
憶
を
奪
わ
れ
た
・
・
・

こ
れ
は
間
違
い
な
い
わ
。
」 

 

田
辺
「
な
ん
で
？
」 

 

藤
堂
「
さ
っ
き
私
は
、『
監
視
さ
れ
て
い
る
』
と
言
っ
た
わ
ね
。B
はA

さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
私

た
ち
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
さ
き
ほ
ど
こ
こ
に
来
た
。
彼
が
私
達
を
拉
致
し
、

記
憶
を
奪
っ
て
閉
じ
込
め
た
・
・
・
。
こ
れ
で
つ
じ
つ
ま
が
合
う
わ
。
」 

 

安
本
「
あ
！
！
」 

 

山
崎
「
ど
う
し
た
の
？
」 

 

安
本
「
文
章
が
・
・
・
更
新
さ
れ
ま
し
た
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
読
ん
で
ち
ょ
う
だ
い
！
！
」 

 

安
本
「
『
お
し
い
。
で
も
安
心
。
細
胞
は
そ
の
ま
ま
。
だ
か
ら
協
力
し
て
ほ
し
い
。
皆
が
同
意
し
て
く
れ
る

の
な
ら
ば
、
姿
を
現
す
。
思
い
出
し
て
欲
し
い
。
心
の
温
度
を
。
』
」 

 

ボ
ン
「
心
の
温
度
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
な
ん
か
・
・
・
ひ
っ
か
か
る
な
・
・
・
」 

 

田
辺
「
心
の
温
度
・
・
・
。
」 

 D

・
大
久
保
「
心
の
温
度
・
・
・
」 

 



皆
考
え
込
む
が
、
な
ん
と
な
く
安
ら
い
だ
顔
に
な
っ
て
い
る
。 

 

ボ
ン
「
そ
う
か
・
・
・
。
」 

 

藤
堂
「
え
？
」 

 

ボ
ン
「A

さ
ん
は
記
憶
が
無
い
。
そ
し
て
俺
ら
も
記
憶
が
な
い
。
で
も
、
俺
ら
は
知
っ
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
！

心
の
温
度
を
・
・
・
。
」 

 M

・IN

。
照
明
、
少
し
変
わ
る
。 

皆
は
ボ
ン
の
言
葉
を
か
み
締
め
、
あ
え
て
何
も
言
わ
な
い
で
い
る
。 

 

ボ
ン
「
俺
ら
は
忘
れ
て
い
る
だ
け
で
、
き
っ
と
知
っ
て
る
。
俺
に
は
・
・
・
少
し
だ
け
見
え
た
気
が
す
る
。
」 

 

田
辺
「
ど
ん
な
も
の
が
見
え
た
の
？
」 

 

皆
・
前
の
遠
く
を
見
る
。 

 

ボ
ン
「
な
ん
と
な
く
、
心
が
ふ
っ
と
温
か
く
な
る
よ
う
な
・
・
・
そ
ん
な
も
の
だ
よ
。
」 

 

山
崎
「
忘
れ
て
い
る
だ
け
で
知
っ
て
い
る
な
ら
・
・
・
思
い
出
そ
う
。
」 

 

藤
堂
「
記
憶
が
無
い
の
に
？
（
あ
く
ま
で
微
笑
ん
で
）
」 

 D

・
大
久
保
「
で
も
、
私
は
私
だ
か
ら
。
」 

 

ボ
ン
「
そ
う
、
俺
は
俺
だ
か
ら
。
き
っ
と
・
・
・
。
」 

 

田
辺
「
な
ん
だ
か
、
解
る
よ
う
な
気
が
す
る
・
・
・
。
」 

 

山
崎
「
な
ん
て
例
え
れ
ば
い
い
の
か
な
？
」 

 

藤
堂
「
そ
う
ね
・
・
・
ま
る
で
・
・
・
素
敵
な
夢
。
」 

 

ボ
ン
「
あ
あ
、
そ
う
だ
。
起
き
た
瞬
間
に
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
夢
。
」 

 



D
・
大
久
保
「
で
も
、
な
ん
だ
か
温
か
い
。
」 

 

田
辺
「
そ
ん
な
・
・
・
夢
・
・
・
。
」 

  M

・IN

。 

傍
観
者
、
上
手IN

。 

安
本
は
傍
観
者
の
方
を
見
る
。
二
人
は
う
な
ず
く
。 

他
の
皆
は
遠
く
前
を
見
て
い
る
。 

段
々
薄
暗
く
な
る
照
明
。 

 

傍
観
者
「
皆
、
あ
り
が
と
う
・
・
・
。
」 

安
本
「
あ
り
が
と
う
・
・
・
。
」 

 

田
辺
「
あ
な
た
は
・
・
・
誰
？
」 

 

傍
観
者
「
僕
は
魂
屋
。
皆
の
魂
を
こ
こ
に
招
待
し
た
張
本
人
。
」 

 

ボ
ン
「
魂
屋
・
・
・
」 

 

傍
観
者
「
魂
を
管
理
し
て
い
る
ん
で
す
。
」 

 

藤
堂
「
私
達
は
今
、
魂
な
の
ね
・
・
・
。
」 

 D

・
大
久
保
「A

さ
ん
は
い
る
の
？
」 

 

傍
観
者
「
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
前
に
紹
介
し
た
い
人
間
が
。
」 

 

安
本
「
私
は
夢
屋
。
こ
の
空
間
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
」 

 

ボ
ン
「
恵
ち
ゃ
ん
が
？
」 

 

山
崎
「
じ
ゃ
あ
・
・
・
二
人
は
人
間
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

 

傍
観
者
「
ど
う
で
し
ょ
う
？
た
だ
、
僕
ら
は
実
在
し
ま
せ
ん
。
」 

 



安
本
「
で
も
・
・
・
存
在
は
し
て
い
る
ん
で
す
・
・
・
。
」 

 

田
辺
「
実
在
・
・
・
私
達
は
？
」 

 

傍
観
者
「
皆
さ
ん
が
こ
の
空
間
に
慣
れ
る
に
は
、
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
」 

 

安
本
「
そ
う
。
だ
か
ら
、
急
に
全
て
を
語
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
肉
体
と
魂
は
持
っ
て
い
る
記
憶
が
違
い
ま
す
。
」 

 

安
本
「
そ
れ
を
分
離
す
る
と
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
ん
で
す
。
」 

 

傍
観
者
「
大
丈
夫
。
皆
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
実
在
し
て
ま
す
よ
。
」 

 

田
辺
「
そ
う
・
・
・
そ
う
だ
っ
た
の
・
・
・
。
」 

 

安
本
「
こ
こ
は
、A

さ
ん
の
空
間
で
す
。
」 

 

藤
堂
「
な
ん
で
私
達
が
呼
ば
れ
た
の
？
」 

 

傍
観
者
「
人
の
空
間
に
入
る
に
は
、
あ
る
条
件
が
必
要
な
ん
で
す
。
」 

 

安
本
「
つ
ま
り
皆
さ
ん
は
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
ん
で
す
。
」 

 

山
崎
「A

さ
ん
に
会
っ
て
み
た
い
な
・
・
・
」 

 D

・
大
久
保
「
そ
う
ね
。A

さ
ん
に
会
い
た
い
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
も
う
じ
きA

さ
ん
は
や
っ
て
き
ま
す
。
も
う
と
っ
く
に
決
断
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
」 

 

ボ
ン
「A

さ
ん
！
出
て
お
い
で
よ
！
」 

 

藤
堂
「A

さ
ん
。
大
丈
夫
よ
。
怖
く
な
い
ん
だ
か
ら
。
」 

 

音
声(

利
香
の
声)

『
私
に
は
記
憶
が
な
い
ん
で
す
。
』 

 



田
辺
「A

さ
ん
！
あ
な
た
に
あ
い
た
い
の
。
」 

 

山
崎
「
思
い
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

 D

・
大
久
保
「
あ
る
い
は
、
忘
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
！
」 

 

音
声
（
利
香
の
声
）
『
思
い
出
さ
な
き
ゃ
私
は
私
じ
ゃ
な
い
。
で
も
私
の
思
い
出
は
、
思
い
出
し
て
は
い
け

な
い
の
。
』 

 S

・E

『
地
鳴
り
の
よ
う
な
音
』 

 

田
辺
「
こ
の
音
は
？
」 

 

傍
観
者
「
恐
怖
の
音
だ
・
・
・
」 

 

ボ
ン
「
恐
怖
の
音
！
？
」 

 

安
本
「A

さ
ん
！
拒
ん
で
は
駄
目
！
」 

 

藤
堂
「
恐
怖
の
音
っ
て
何
？
」 

 

傍
観
者
「
絶
望
・
疑
心
・
不
安
定
・
・
・
そ
ん
な
も
の
の
塊
で
す
！
」 

 

山
崎
「A

さ
ん
！
！
」 

 

音
声
（
利
香
の
声
）
『
私
は
、A

さ
ん
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
で
も
、
誰
で
も
な
い
の
！
』 

 D

・
大
久
保
「A

さ
ん
！
！
」 

 

音
声
（
利
香
の
声
）
『
私
は
実
在
も
、
存
在
も
し
ち
ゃ
い
け
な
い
の
！
！
』 

 

地
鳴
り
、
大
き
く
な
る
。 

 

安
本
「
世
界
が
・
・
・
壊
れ
る
！
！
」 

 

傍
観
者
「
駄
目
だ
！
！
利
香
さ
～
ん
！
！
！
」 



 S

・E
『
鏡
が
割
れ
る
よ
う
な
音
。
』 

 

暗
転
。 

 

利
香
セ
ン
タ
ー
板
付
き
。 

安
本
上
手
板
付
き
。 

傍
観
者
下
手
板
付
き
。 

か
な
り
暗
い
照
明
。 

M

。F

・I

。
（
不
思
議
で
静
か
な
曲
。
） 

  

皆
は
後
ろ
で
歩
く
（
演
出
有
） 

 

利
香
「
何
も
な
い
世
界
で
一
人
。 

何
を
待
つ
で
も
な
く
、
何
を
探
す
で
も
な
い
。 

私
と
い
う
名
前
を
無
く
し
て
。 

私
と
い
う
名
前
を
作
り
も
し
な
く
て
。 

何
も
な
い
世
界
で
一
人
。 

目
も
心
も
閉
じ
て
し
ま
お
う
。 

そ
こ
で
見
る
夢
も
ま
た
何
も
な
い
。 

０
と
い
う
数
字
だ
け
が
私
を
安
心
さ
せ
る
。 

何
も
な
い
私
を
安
心
さ
せ
る
。 

何
も
な
い
夢
だ
け
を
見
る
。
」 

 

傍
観
者
「
逆
で
す
よ
。
」 

 

利
香
「
何
が
で
す
？
」 

 

安
本
「
逆
に
、
沢
山
あ
り
す
ぎ
て
困
る
ん
で
す
。
」 

 

利
香
「
こ
の
世
界
を
見
て
く
だ
さ
い
！
私
の
世
界
は
壊
れ
ま
し
た
！
も
う
・
・
・
戻
れ
は
し
な
い
ん
で

す
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
じ
ゃ
あ
何
故
、
皆
つ
い
て
き
て
い
る
ん
で
す
？
」 

 



安
本
「
皆
、
時
期
に
こ
の
空
間
に
も
慣
れ
て
、
あ
な
た
と
再
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」 

 

間
。
皆
バ
ラ
バ
ラ
に
つ
ぶ
や
き
始
め
る
『
思
い
出
し
て
欲
し
い
。
心
の
温
度
を
。
』 

 

利
香
「
き
っ
と
駄
目
で
す
。
私
は
も
う
、
駄
目
な
ん
で
す
。
」 

傍
観
者
「
大
丈
夫
。
皆
が
ち
ゃ
ん
と
い
る
で
し
ょ
う
？
」 

 

利
香
「
私
は
・
・
・
死
の
う
と
し
た
ん
で
す
！
！
そ
ん
な
人
間
に
は
・
・
・
も
う
無
理
な
ん
で
す
・
・
・
。
」 

安
本
「
記
憶
が
戻
っ
た
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
い
え
。
で
も
私
は
、
目
を
覚
ま
し
た
時
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
・
・
・
何
も
か
も

を
無
く
そ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
」 

傍
観
者
「
何
も
か
も
を
無
く
す
？
」 

 

利
香
「
そ
う
で
す
。
無
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
」 

安
本
「
無
と
は
絶
望
で
す
よ
？
」 

 

利
香
「
私
は
、『
私
』
と
い
う
証
拠
を
全
て
処
分
し
て
い
ま
し
た
。
身
分
証
も
ア
ル
バ
ム
も
・
・
・
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
全
て
失
っ
た
ん
で
す
。
」 

傍
観
者
「
そ
れ
が
つ
ま
り
・
・
・
」 

 

利
香
「
無
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
」 

安
本
「
き
っ
と
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
」 

 

利
香
「
た
ぶ
ん
、
そ
れ
が
絶
望
だ
っ
た
ん
で
す
。
」 

傍
観
者
「
で
は
、
今
は
何
故
こ
こ
に
居
る
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
え
？
」 

安
本
「
今
の
あ
な
た
は
、
取
り
戻
し
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

 

利
香
「
絶
望
を
取
り
戻
し
て
何
に
な
る
ん
で
す
か
？
そ
ん
な
も
の
・
・
・
い
ら
な
い
。
」 

傍
観
者
「
そ
れ
は
過
去
の
話
で
す
。
」 

 

利
香
「
え
え
。
過
去
は
絶
望
で
す
。
で
も
過
去
が
な
け
れ
ば
、
私
は
私
じ
ゃ
な
い
・
・
・
。
」 

安
本
「
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
」 

 



利
香
「
ど
う
違
う
ん
で
す
か
？
」 

安
本
「
だ
っ
て
、
あ
な
た
は
息
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
？
過
去
が
絶
望
な
ら
、
未
来
は
希
望
で
す
。 

沢
山
の
酸
素
を
吸
っ
て
、
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
す
る
。
そ
れ
が
出
来
る
の
は
、
自
分
自
身
だ
け
で
す
！
」 

 

利
香
「
だ
っ
て
、
私
は
自
分
で
自
分
の
命
を
・
・
・
。
」 

 

傍
観
者
「
違
い
ま
す
！
！
」 

 

皆
、
呟
き
を
や
め
る
。 

 

利
香
「
・
・
・
え
？
」 

 

傍
観
者
「
死
の
う
と
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
生
き
る
た
め
に
全
て
を
忘
れ
た
ん
で
す
！
あ
な
た
は
最
後

に
言
い
ま
し
た
。 

『
人
は
、
目
を
開
け
な
が
ら
眠
る
と
ど
ん
な
夢
を
み
る
ん
で
し
ょ
う
？
布
団
の
温
も
り
の
中
で
見
る
天
井

は
、
ど
ん
な
場
所
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
？ 

で
も
、
夢
の
中
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
そ
の
天
井
が
ど
ん
な
に
暖
か
い
場
所
に
変
わ
っ
て
も
。
だ
か
ら
私

は
私
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
も
、
私
は
生
き
る
。 

だ
か
ら
私
の
未
来
は
、
希
望
が
存
在
す
る
未
来
な
ん
だ
。
』
と
。
」 

 

利
香
「
・
・
・
そ
ん
な
・
・
・
。
」 

 M
/F

・O

。 
 

安
本
「
さ
あ
、
皆
と
語
り
ま
し
ょ
う
？
こ
こ
に
い
る
皆
は
、
あ
な
た
を
未
来
に
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ

ま
す
！
」 

 

傍
観
者
「
そ
う
。
そ
の
た
め
に
皆
を
こ
こ
に
連
れ
て
き
た
ん
で
す
！
皆
の
魂
を
！
心
の
温
度
を
上
げ
あ
っ

た
皆
を
！
！
」 

  

全
員
「
心
の
温
度
を
！
！
」 

  M

・IN

。
照
明
変
わ
る
。
皆
、
い
い
笑
顔
で
懐
か
し
そ
う
に
遠
く
を
見
つ
め
る
。 

 



ボ
ン
「
そ
う
か
、
あ
ん
た
だ
っ
た
の
か
！
覚
え
て
る
ぜ
！
！
優
し
い
コ
ン
ビ
ニ
の
お
姉
さ
ん
だ
！
！
俺
が

高
校
の
と
き
、
泣
き
な
が
ら
コ
ン
ビ
ニ
に
入
っ
た
ら
、
ハ
ン
カ
チ
貸
し
て
く
れ
た
よ
ね
？
そ
ん
で
、
手
を

握
っ
て
く
れ
た
よ
ね
？
大
丈
夫
だ
よ
。
泣
か
な
い
で
？
っ
て
・
・
・
。
温
か
か
っ
た
よ
。 

あ
り
が
と
う
！
！
」 

  

全
員
「
心
の
温
度
を
！
！
」 

  

藤
堂
「
そ
う
、
あ
な
た
だ
っ
た
の
ね
？
中
学
生
の
私
が
３
ば
っ
か
り
の
成
績
表
を
眺
め
て
と
ぼ
と
ぼ
歩
い

て
い
た
ら
、
小
学
生
の
あ
な
た
は
お
は
じ
き
く
れ
た
よ
ね
？
嬉
し
か
っ
た
・
・
・
。
そ
し
て
、
あ
な
た
の

手
は
温
か
か
っ
た
・
・
・
。
い
ま
で
も
あ
の
お
は
じ
き
は
持
っ
て
い
る
の
よ
。
私
の
大
事
な
宝
物
・
・
・

あ
り
が
と
う
。
」 

  

全
員
「
心
の
温
度
を
！
！
」 

  

田
辺
「
な
あ
ん
だ
、
あ
な
た
だ
っ
た
ん
だ
！
！
通
学
の
電
車
に
揺
ら
れ
て
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
私
。 

そ
の
横
で
あ
な
た
は
『
完
璧
な
人
間
な
ん
て
い
な
い
。
そ
ん
な
も
の
目
指
す
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
』
っ

て
話
し
て
た
よ
ね
！ 

私
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
思
わ
ず
あ
な
た
と
握
手
し
ち
ゃ
っ
た
の
！
だ
っ
て
・
・
・
凄
く
救
わ
れ
た
ん
だ

も
ん
。 

私
の
著
書
『
完
璧
な
人
』
の
最
後
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
わ
。『
よ
っ
て
、
完
璧
な
人
間
は
あ
り
え
な
い
。

だ
か
ら
完
璧
と
い
う
言
葉
か
ら
距
離
を
置
こ
う
』
っ
て
ね
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
！
！
」 

  

全
員
「
心
の
温
度
を
！
！
」 

  

山
崎
「
ち
ゃ
ん
と
お
顔
を
覚
え
て
い
ま
す
よ
！
俺
の
初
め
て
の
舞
台
。
小
さ
な
役
で
台
詞
は
４
つ
！
！ 

な
お
か
つ
噛
ん
じ
ゃ
っ
て
。
そ
ん
な
舞
台
を
見
に
来
て
く
れ
て
ま
し
た
ね
。
も
ち
ろ
ん
お
目
当
て
は
他
の

役
者
だ
っ
た
み
た
い
だ
け
ど
。 

舞
台
が
終
わ
っ
て
一
人
凹
ん
で
る
僕
の
と
こ
ろ
に
あ
な
た
は
来
た
ん
で
す
。 

『
あ
、
あ
の
・
・
・
芋
虫
の
役
の
方
で
す
よ
ね
？
握
手
し
て
く
だ
さ
い
！
！
』
な
ん
て
。
お
蔭
様
で
、
お



芝
居
を
辞
め
ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ
！ 

あ
り
が
と
う
！
！
」 

  

全
員
「
心
の
温
度
を
！
！
」 

  D

・
大
久
保
「
お
姉
ち
ゃ
ん
・
・
・
よ
く
ブ
ラ
ン
コ
押
し
て
く
れ
た
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
・
・
・
。 

３
度
目
の
引
越
し
の
後
、
寂
し
く
て
一
人
遊
ん
で
い
る
私
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
よ
ね
？ 

い
つ
も
手
を
繋
い
で
く
れ
て
温
か
か
っ
た
・
・
・
。 

そ
こ
に
は
１
年
し
か
い
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
凄
く
嬉
し
か
っ
た
。 

あ
り
が
と
う
！
！
」 

  

全
員
「
心
の
温
度
を
！
！
」 

  

利
香
「
で
も
・
・
・
で
も
・
・
・
私
は
何
も
覚
え
て
な
い
・
・
・
。
未
来
も
過
去
も
自
分
も
友
達
も
わ
か

ら
な
い
！
結
局
何
も
・
・
・
な
い
・
・
・
！
！
」 

 

利
香
う
ず
く
ま
る
。 

 

皆
・
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

手
を
利
香
の
方
へ
伸
ば
す
。 

 M

・IN

。 

照
明
、
す
っ
と
明
る
く
な
る 

 

ボ
ン
「
な
ら
、
握
手
を
し
よ
う
。
」 

藤
堂
「
あ
な
た
が
私
達
に
く
れ
た
よ
う
に
」 

田
辺
「
今
度
は
私
達
か
ら
あ
な
た
へ
」 

山
崎
「
心
の
温
度
を
」 

D

・
大
久
保
「
さ
ぁ
。
」 

 

皆
「
さ
ぁ
！
！
」 

 



利
香
の
手
を
皆
で
掴
む
。 

皆
段
々
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、
遠
く
を
見
て
笑
う
。 

 

全
員
「
存
在
。
存
在
。
皆
さ
ん
は
今
、
呼
吸
を
し
ま
し
た
ね
。
で
す
が
皆
さ
ん
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
証

明
し
ま
す
か
？ 

皆
さ
ん
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
証
明
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

例
え
ば
・
・
・
そ
れ
は
痛
み
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
が
今
、
自
分
の
腕
を
切
り
刻
め
ば
あ
な
た
が
生
き
て

い
る
証
明
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

 

利
香
『
い
い
え
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
痛
み
が
リ
ア
ル
な
も
の
だ
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
』 

 

全
員
「
あ
な
た
が
も
し
、
自
分
の
存
在
を
疑
う
と
き
。 

そ
の
時
は
誰
か
と
握
手
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
少
し
笑
っ
て
、
お
互
い
に
心
の
温
度
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

手
の
温
も
り
と
心
の
温
度
。
そ
れ
こ
そ
が
あ
な
た
の
存
在
を
証
明
し
て
く
れ
ま
す
。
」 

 

（
皆
沢
山
の
握
手
を
交
わ
す
。
止
ま
っ
て
。
） 

 

全
員
「
語
れ
る
な
ら
語
り
ま
し
ょ
う
。
」 

 

ボ
ン
「
あ
り
が
と
う
」 

 

藤
堂
「
さ
よ
う
な
ら
」 

 

大
久
保
「
ま
た
ど
こ
か
で
」 

 

山
崎
「
大
好
き
で
す
」 

 

安
本
「
大
切
で
す
」 

 

傍
観
者
「
生
き
て
く
だ
さ
い
」 

 

田
辺
「
笑
い
ま
し
ょ
う
」 

 

利
香
「
愛
し
て
い
ま
す
」 

 

全
員
「
可
能
な
ら
ば
抱
き
し
め
ま
し
ょ
う
。
」 



ボ
ン
「
あ
り
が
と
う
」 

 

藤
堂
「
あ
り
が
と
う
」 

 

大
久
保
「
生
き
て
て
く
れ
て
」 

 

山
崎
「
あ
り
が
と
う
」 

 

安
本
「
あ
り
が
と
う
」 

 

傍
観
者
「
あ
り
が
と
う
」 

 

田
辺
「
生
ま
れ
て
く
れ
て
」 

 

利
香
「
あ
り
が
と
う
」 

 

（
皆
前
に
出
て
手
を
出
す
。
） 

  

全
員
「
さ
ぁ
！
！
」 

  

ボ
ン
「
あ
げ
ま
し
ょ
う
！
心
の
温
度
を
！
」 

 

藤
堂
「
私
か
ら
あ
な
た
へ
」 

 

大
久
保
「
あ
な
た
か
ら
私
へ
」 

 

山
崎
「
心
の
温
度
を
」 

 

安
本
「
魂
の
炎
を
」 

 

傍
観
者
「
ま
る
で
聖
火
リ
レ
ー
の
よ
う
に
」 

 

田
辺
「
消
え
る
こ
と
の
な
い
」 

 



利
香
「
存
在
か
ら
存
在
へ
」 

 

両
手
を
前
に
出
す
。 

  

全
員
「
さ
ぁ
！
！
」 

  

間
。
皆
自
然
体
に
戻
っ
て
、
利
香
の
方
を
向
く
。 

  

ボ
ン
「
だ
か
ら
君
も
」 

 

藤
堂
「
も
う
大
丈
夫
」 

 D

・
大
久
保
「
こ
こ
に
い
る
か
ら
」 

 

山
崎
「
君
が
握
手
で
き
る
存
在
が
」 

 

安
本
「
こ
こ
に
い
る
か
ら
」 

 

傍
観
者
「
だ
か
ら
君
も
」 

 

田
辺
「
も
う
大
丈
夫
」 

  

７
人
、
利
香
に
向
か
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
る
。
利
香
、
少
し
戸
惑
う
。 

ボ
ン
が
利
香
の
手
を
引
き
、
集
ま
っ
て
利
香
の
て
の
上
に
全
員
手
を
の
せ
る
。 

皆
、
素
敵
な
笑
顔
。 

  

利
香
「
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
」 

 

舞
台
・
暗
転
し
て
行
く
。 

TH
E
 
 

E
N

D

。
。
。 

--------------------------------------------- 



--------------------------------------------- 
 

著
作
権
に
つ
い
て 

 

・
本
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
作
品
の
著
作
権
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
権
利
は 

 
 

全
て
作
者
が
保
有
い
た
し
ま
す
。 

 

・
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
脚
本
は
全
て
無
料
で
読
ん
で
い
た
だ
い
て 

 
 

結
構
で
す
。
た
だ
し
、
舞
台
等
で
御
利
用
の
際
は
、
作
者
か
ら
の
上
演
許
可
を
取
っ 

 
 

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

・
必
要
に
応
じ
て
の
改
編
等
も
、
作
者
へ
の
許
可
の
上
行
っ
て
下
さ
い
。 

 

・
著
作
権
料
が
発
生
す
る
場
合
、
指
定
さ
れ
た
額
を
作
者
へ
送
金
を
忘
な
い
よ
う
に 

 
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
作
品
お
け
る
著
作
権
料
は
、
下
記
に
示
す
通
り
で
す
。 

  
--------------------------------------------- 

 

こ
の
作
品
に
は
独
自
の
著
作
権
使
用
料
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
--------------------------------------------- 

  

完
全
無
料
で
す
。
が
、
使
用
時
は
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｗ 

 
--------------------------------------------- 


